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１
．
は
じ
め
に

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
れ
ば
、
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、
平
成
十
四
年
に
は
二
八
五
万
四
〇
六
一
件
に
ま
で

達
し
た
が
、
十
五
年
に
減
少
に
転
じ
て
以
降
、
十
四
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
二
十
八
年
は
九
九
万
六
一
二
〇
件
と
、
戦
後
初
め
て

一
〇
〇
万
件
を
下
回
っ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
反
映
し
て
か
、「
体
感
治
安
」
も
従
来
に
比
べ
て
、「
安
定
化
」
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
内
閣
府
の
「
治
安
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
）
に
よ
れ
ば
、「
あ
な
た
は
、
現
在
の
日
本
が
、
治
安

が
よ
く
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
だ
と
思
い
ま
す
か
。」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
八
〇
・
二
％

（
平
成
二
十
四
年
七
月
前
回
調
査
五
九
・
七
％
）、「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
一
八
・
九
％
（
前
回
三
九
・
四
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
あ
な
た
は
、
こ
こ
十
年
間
で
日
本
の
治
安
は
よ
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
、
悪
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
か
。」

と
い
う
設
問
に
対
し
て
は
、「
よ
く
な
っ
た
と
思
う
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
三
五
・
五
％
（
前
回
一
五
・
八
％
）、「
悪
く
な
っ
た
と
思

う
」
と
答
え
た
も
の
の
割
合
が
六
〇
・
八
％
（
前
回
八
一
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
相
対
的
に
「
よ
く
な
っ
た
思
う
」
の
割
合
が
増
え
て

い
る
。
も
っ
と
も
、「
悪
く
な
っ
た
と
思
う
」
と
答
え
た
者
も
一
定
割
合
お
り
、
と
り
わ
け
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
「
悪
く
な
っ
た
と
思

う
」
と
答
え
た
者
の
割
合
が
高
い
（
女
性
は
六
九
・
五
％
、
男
性
は
五
一
・
七
％
）。

し
か
し
、「
体
感
治
安
」
が
改
善
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
も
、
児
童
虐
待
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
事

案
、
振
り
込
め
詐
欺
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
の
新
た
な
犯
罪
現
象
の
台
頭
を
背
景
と
し
て
、
依
然
と
し
て
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

が
推
進
さ
れ
て
い
る（

（
（

。「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
も
、そ
の
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
活
力
あ
る
社
会
を
支
え
る
安
全
・
安
心
の
確
保
」
が
掲
げ
ら
れ
、
新
し
い
犯
罪
現
象
等
へ
の
対
策
の
ほ
か
、
従
来
の
よ
う
に
公

共
空
間
に
お
け
る
街
頭
犯
罪
や
住
宅
等
に
お
け
る
侵
入
犯
罪
の
抑
止
対
策
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
や
事
業
者
等
と
一
体
と
な
っ
て
引
き

続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

特
に
近
年
で
は
、「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
政
策
課
題
に
支
え
ら
れ
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
迷
惑
行
為
の
取
り
締
ま
り
強

化
が
、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
に
よ
っ
て
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
よ
う
。
迷
惑
防
止
条
例
は
、
時
代
に
応
じ
て
そ
の
規
制
対

象
を
変
遷
さ
せ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
客
待
ち
規
制
、
盗
撮
行
為
の
規
制
、
嫌
が
ら
せ
行
為
（「
つ
き
ま
と
い
行
為
等
」
と
も
表
記
さ
れ

る
が
、
本
稿
で
は
「
嫌
が
ら
せ
行
為
」
と
い
う
表
記
で
統
一
す
る（

（
（

）
の
規
制
な
ど
が
各
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
─
─
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他
の
刑
罰
法
規
と
同
様
に
─
─
厳
罰
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
迷
惑
防
止
条
例
に
は
、
そ
の
制
定
当
初
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
刑

法
と
軽
犯
罪
法
と
の
間
隙
を
、
地
方
の
条
例
に
よ
っ
て
埋
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自
体
、
国
法
と
地
方
条
例
と
の
関
係
を
紊
る

も
の
で
あ
る
」
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
①
地
方
条
例
に
よ
っ
て
「
処
罰
の
不
均
衡
」
が
あ
る
こ
と
、
②
既
存
の
刑
罰
法
規
を
適
用
し
て
処

罰
で
き
な
い
場
合
は
殆
ど
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
治
安
法
と
し
て
の
迷
惑
防
止
条
例
に
警
戒
感
が
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

現
在
の
迷
惑
防
止
条
例
の
内
容
お
よ
び
運
用
は

─
量
的
・
質
的
に

─
制
定
当
初
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
の
、
治
安
法
と
し
て
の
迷

惑
防
止
条
例
と
い
う
視
座
は
、
現
在
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

折
し
も
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
三
月
二
十
九
日
に
、
東
京
都
議
会
で
い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
成
立

し
た
（
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
）。
こ
の
改
正
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
に
つ
い
て
は
、同
規
定
が
政
治
的
治
安
法
と
し

て
運
用
さ
れ
る
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た（

（
（

。
し
か
し
、
ほ
ぼ
同
じ
規
定
が
、
東
京
都
の
ほ
か
に
、
十
八
道
府
県
に
も
存
在
す
る
た
め
、

日
常
行
為
に
近
接
し
た
行
為
の
規
制
に
対
す
る
よ
り
原
理
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
迷
惑
防
止
条
例
に
関
す

る
論
考
が
少
な
い
と
い
う
現
状
に
あ
っ
て
は（

（
（

、
本
稿
の
よ
う
な
試
み
も
全
く
無
駄
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

以
下
で
は
、
迷
惑
防
止
条
例
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
し
た
の
ち
、
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
に
焦
点

を
当
て
て
、
同
規
定
に
対
す
る
批
判
的
考
察
を
行
い
た
い
。

な
お
、
各
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
の
正
式
名
称
は
、「
○
○
県
迷
惑
防
止
条
例
」
や
「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良

行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
以
下
の
記
述
で
は
便
宜
上
、
総
称
す
る
場
合
で
あ
る
か
、
単
独
の
そ
れ

を
指
す
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
迷
惑
防
止
条
例
」
と
呼
称
す
る（

（
（

。
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２
．
迷
惑
防
止
条
例
の
概
要

（
１
）
迷
惑
防
止
条
例
の
制
定
と
そ
の
改
正

い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
は
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
十
月
に
、「
暴
力
的
不
良
集
団
」（
暴
力
団
）
対
策
を
大
き
な
目
的
と
し

て
、東
京
都
で
制
定
さ
れ
た
「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条

例
第
一
〇
三
号
）
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
の
制
定
理
由
の
一
つ
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
中
、
普
通
の
人
が
侮
辱
さ
れ
た
り
せ

ず
に
街
中
を
自
由
に
歩
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
社
会
的
要
請
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が（

（1
（

、「
法
的
に
は
刑
法
と
軽
犯
罪
法
と
の
間
隙
を
埋
め

る
と
い
う
役
割
り
を
果
す
も
の
」、「
単
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
治
安
の
根
源
を
と
ら
え
た
も
の
」
と
説
か

れ
て
い
る
よ
う
に（

（1
（

、
そ
の
当
初
か
ら
治
安
法
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
は
、
大
阪
府
に
お
い
て
「
大
阪
府
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」（
昭
和
三
十
七
年
大
阪
府
条
例
第
四
四
号
）
が
制
定
さ
れ
、一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
十
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で

に
三
十
一
都
府
県
で
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
十
府
県
で
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
十
二
月
ま
で
に
す
べ
て
の
都
道
府
県

に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

当
初
は
「
暴
力
的
不
良
集
団
」（
暴
力
団
）
へ
の
対
策
を
大
き
な
目
的
と
し
て
出
発
し
た
迷
惑
防
止
条
例
は
、社
会
の
変
化
と
と
も
に
そ

の
重
点
を
変
化
さ
せ
、
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
禁
止
（
東
京
都
で
は
平
成
十
五
年
改
正
で
追
加
）、
ピ
ン
ク
ビ
ラ
等
配
布
行
為
等
の
禁
止

（
東
京
都
で
は
平
成
十
六
年
改
正
で
追
加
）
な
ど
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、暴
力
団
員
等
で
は
な
い
一
般
の
者
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
制
定
さ
れ
た
府
県
の
条
例
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
題
名
お
よ
び
目
的
規
定
に
「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
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る
行
為
」「
公
衆
に
不
安
等
を
覚
え
さ
せ
る
行
為
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る（

（1
（

。

こ
う
し
て
、
現
在
、
都
道
府
県
迷
惑
防
止
条
例
は
市
民
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
迷
惑
行
為
一
般
を
広
く
規
制
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
の
警
察
庁
の
犯
罪
統
計
に
よ
れ
ば
、
特
別
法
犯
の
検
挙
件
数
総
数

七
万
二
八
六
〇
件
の
う
ち
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
（
一
万
四
〇
六
五
件
）
に
次
い
で
、
迷
惑
防
止
条
例
違
反
は
九
〇
九
三
件
と
な
っ
て

お
り
、
軽
犯
罪
法
違
反
（
八
九
七
二
件
）
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

（
２
）
現
在
の
迷
惑
防
止
条
例
の
概
要

迷
惑
防
止
条
例
の
目
的
は
、
た
と
え
ば
、「
こ
の
条
例
は
、
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
を
防
止
し
、
も
つ
て
都

民
生
活
の
平
穏
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
東
京
都
条
例
一
条
）
と
い
う
目
的
規
定
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、住
民
の
「
生
活
の

平
穏
の
保
持
」
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
目
的
規
定
を
参
考
に
、
迷
惑
防
止
条
例
の
保
護
法
益
に
つ
い
て
は
、
①
社
会
的
法
益
説
と
、
②
社
会
的
法
益
お
よ
び
個
人
的
法
益

を
保
護
し
て
い
る
と
す
る
混
合
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

前
者
の
社
会
的
法
益
説
は
、
前
記
の
よ
う
な
迷
惑
防
止
条
例
の
目
的
規
定
を
根
拠
に
、
社
会
的
法
益
が
保
護
法
益
で
あ
る
と
し
、
か
り

に
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
個
人
的
法
益
が
保
護
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
社
会
法
益
保
護
を
目
的
と
す
る
禁
止
規
定
が
存
在
す

る
こ
と
の
反
射
的
効
果
で
あ
る
」
と
す
る
（
な
お
、
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、「
卑
わ
い
な
言
動
」
規
定
の
保
護
法
益
も
、
禁
止
さ
れ
る
場
所
が

「
公
共
の
場
所
」
ま
た
は
「
公
共
の
乗
物
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
同
罪
の
保
護
法
益
も
社
会
的
法
益
と
さ
れ
る（

（1
（

）。

他
方
、
後
者
の
混
合
説
は
、
同
様
に
目
的
規
定
を
根
拠
と
し
て
社
会
的
法
益
が
保
護
法
益
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
嫌
が
ら
せ
行
為

等
の
一
部
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
場
所
や
公
衆
の
目
に
触
れ
る
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
る
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
禁
止
さ
れ
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て
い
る
こ
と
か
ら
「
一
部
の
規
定
に
つ
い
て
は
あ
わ
せ
て
個
人
的
法
益
も
保
護
法
益
と
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
」
と
さ
れ
る（

（1
（

。
ま

た
、
公
共
の
場
所
等
で
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
─
─
な
お
、
の
ち
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
要
件
を
拡
大
す
る
改
正
が
近
時
な
さ
れ
て

い
る
─
─
「
卑
わ
い
な
言
動
」
規
定
に
つ
い
て
も
、
法
益
侵
害
を
受
け
た
と
観
念
さ
れ
る
特
定
の
個
人
が
存
在
す
る
こ
と
、
本
罪
を
社
会

的
法
益
に
対
す
る
罪
と
み
る
と
、
た
だ
で
さ
え
不
明
確
な
文
言
（「
等
」、「
の
他
」、「
よ
う
な
」
な
ど
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
同
規
定
の
条

文
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
処
罰
範
囲
が
予
想
不
可
能
な
と
こ
ろ
ま
で
容
易
に
拡
大
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、
個
人
的

法
益
侵
害
の
側
面
を
重
視
し
て
解
釈
す
べ
き
と
の
見
解
も
あ
る（

（1
（

。

以
下
で
は
、
現
在
の
迷
惑
防
止
条
例
の
全
体
像
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
現
在
の
都
道
府
県
迷

惑
防
止
条
例
の
規
定
は
、
大
要
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

粗
暴
行
為
の
禁
止

一
般
に
、
迷
惑
防
止
条
例
に
お
け
る
「
粗
暴
行
為
の
禁
止
」
に
は
、
次
の
三
種
類
が
含
ま
れ
る
。（
ア
）
公
共
の
場
所
等
に
お
い
て
多
数

で
う
ろ
つ
き
、
ま
た
は
た
む
ろ
し
て
、
公
衆
に
対
し
て
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
す
ご
む
等
す
る
行
為
の
禁
止
（
う
ろ
つ
き
・
た
む
ろ
に
よ

る
不
安
言
動
の
禁
止
）、（
イ
）
凶
器
と
な
る
器
具
の
不
当
携
帯
行
為
ま
た
は
不
当
使
用
の
禁
止
、（
ウ
）
祭
礼
等
の
娯
楽
的
催
物
に
際
し
、

ゆ
え
な
く
、
人
を
押
し
の
け
、
物
を
投
げ
、
物
を
破
裂
さ
せ
る
等
す
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を
誘
発
・
助
長
す
る
よ
う
な
行
為
の
禁
止
（
娯

楽
的
催
物
に
係
る
混
乱
誘
発
等
行
為
の
禁
止
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
都
県
で
は
、
こ
の
「
粗
暴
行
為
の
禁
止
」
の
と
こ
ろ
に
、「
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
」
規
定
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら

れ
る
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
三
重
県
）。

上
記
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
の
い
わ
ゆ
る
地
回
り
行
為
が
見
受
け
ら
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、
暴
力
団
の
威
力
を
示
す
粗
暴
行
為
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に
つ
い
て
も
規
制
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る（

（1
（

。

上
記
（
イ
）
は
、「
暴
徒
化
す
る
若
者
や
暴
走
族
」
が
、
鉄
パ
イ
プ
や
バ
ッ
ト
な
ど
を
い
わ
ば
公
然
と
所
持
し
て
集
ま
っ
て
く
る
場
合
の

対
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
さ
れ
（「
隠
し
て
携
帯
」
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
軽
犯
罪
法
一
条
二
号
参
照
）、
個
人
個
人
が
「
共
同
し
て
害

を
加
え
る
目
的
」
を
持
た
な
い
た
め
、
刑
法
の
凶
器
準
備
集
合
罪
（
二
〇
八
条
の
二
）
で
捕
捉
で
き
な
い
も
の
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。

上
記
（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
や
地
域
で
盛
ん
な
祭
り
に
か
か
わ
る
暴

徒
対
策
と
し
て
導
入
し
た
自
治
体
も
み
ら
れ
る（

（2
（

。

②　

卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止

衣
服
等
の
上
か
ら
、
ま
た
は
直
接
に
人
の
身
体
に
触
れ
る
こ
と
、
下
着
等
を
見
る
目
的
で
、
写
真
機
等
を
設
置
等
す
る
こ
と
、
そ
の
他
、

卑
わ
い
な
言
動
を
す
る
こ
と
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
（
他
人
の
住
居
や
浴
場
等
を
「
ひ
そ
か
に
の
ぞ
く
」
行
為
に
つ
い
て
は
軽
犯
罪
法

一
条
二
三
号
参
照
）。

当
初
は
客
体
を
「
婦
女
」
に
限
っ
て
い
た
自
治
体
も
あ
っ
た
が
、
男
性
に
対
す
る
同
種
行
為
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
人
」
ま
た
は

「
他
人
」
と
記
し
、
性
別
差
を
な
く
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
で
盗
み
撮
り
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
「
盗
撮
」
規
制
や
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
な

ど
で
衣
服
や
水
着
を
透
か
し
て
撮
影
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
「
透
視
」
規
制
も
導
入
さ
れ
た（

（2
（

。
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や

小
型
カ
メ
ラ
の
高
性
能
化
に
伴
う
悪
質
な
手
口
の
盗
撮
に
対
応
す
る
た
め
、「
撮
影
（
記
録
）」
が
既
遂
に
達
し
な
く
と
も
、
カ
メ
ラ
を
下

着
等
に
向
け
た
り
、
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
「
差
し
向
け
」
規
制
や
「
設
置
」
規
制
も
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
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③　

た
か
り
行
為
の
禁
止

公
共
の
場
所
等
に
お
い
て
、
公
衆
に
対
し
、
立
ち
ふ
さ
が
る
等
の
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
言
動
を
用
い
て
、
金
品
を
要
求
す
る
行

為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
命
・
身
体
・
自
由
・
名
誉
ま
た
は
財
産
に
対
し
害
を
加
え
る
旨
を
告
知
し
て
財
物
の
交
付
を
求
め
た
場

合
に
は
、
刑
法
の
恐
喝
未
遂
が
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
至
ら
な
い
要
求
行
為
が
「
た
か
り
行
為
」
に
あ
た
る（

（2
（

。

④　

不
当
乗
車
券
等
売
買
行
為
（
ダ
フ
ヤ
行
為
）
の
禁
止

一
般
に
、
乗
車
券
等
を
不
特
定
の
者
に
転
売
し
、
ま
た
は
不
特
定
の
者
に
転
売
す
る
目
的
を
有
す
る
者
に
交
付
す
る
た
め
に
、
公
共
の

場
所
ま
た
は
公
共
の
乗
物
に
お
い
て
、
乗
車
券
等
を
買
う
こ
と
等
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
に
伴
い
、
開
催
府
県
に
お
い
て
は
、
規
制
場
所
お
よ
び
規
制
行
為
の

拡
大
、
罰
則
の
強
化
が
行
わ
れ
た（

（2
（

。

⑤　

行
楽
地
等
に
お
け
る
危
険
行
為
等
の
禁
止

遊
泳
場
等
に
お
い
て
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
等
を
み
だ
り
に
疾
走
さ
せ
る
等
の
行
為
、
ス
キ
ー
等
を
行
う
場
所
に
お
い
て
、
他
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
行
動
を
妨
げ
る
行
為
、
登
山
等
を
行
う
場
所
に
お
い
て
進
路
を
誤
ら
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
、
公
園
等
に
み
だ
り
に
自
動
車
等

を
侵
入
さ
せ
、
公
衆
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
で
走
行
さ
せ
る
行
為
等
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

⑥　

客
引
行
為
の
禁
止

公
共
の
場
所
に
お
い
て
、
特
定
ま
た
は
不
特
定
の
者
に
対
し
、
客
引
行
為
等
す
る
こ
と
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
条
例
に
お
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い
て
は
、
わ
い
せ
つ
な
見
せ
物
等
の
観
覧
、
販
売
、
提
供
等
に
つ
い
て
客
引
き
（
相
手
方
を
特
定
し
て
客
と
な
る
よ
う
に
誘
う
こ
と
）、
売

春
類
似
行
為
に
つ
い
て
客
引
き
ま
た
は
客
待
ち
（
不
特
定
多
数
の
人
が
覚
知
で
き
る
よ
う
な
方
法
・
手
段
を
用
い
て
意
思
を
表
示
し
、
相

手
方
と
な
る
者
の
申
込
み
を
待
つ
こ
と
）
す
る
行
為
、
人
の
身
体
ま
た
は
衣
服
を
と
ら
え
る
な
ど
執
拗
に
客
引
き
を
す
る
行
為
（
キ
ャ
ッ

チ
行
為
）
を
禁
止
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
区
域
内
の
公
共
の
場
所
に
お
い
て
客
引
き
目
的
で
公
衆
の
目
に
触

れ
る
よ
う
な
方
法
で
客
待
ち
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
タ
イ
プ
も
現
れ
て
い
る（

（2
（

。

⑦　

迷
惑
ビ
ラ
等
の
配
布
等
の
禁
止

一
般
に
、
公
共
の
場
所
に
お
い
て
、
ピ
ン
ク
ビ
ラ
を
配
布
す
る
行
為
、
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
等
に
ピ
ン
ク
ビ
ラ
を
掲
示
ま
た
は
配
置
す

る
行
為
、
み
だ
り
に
人
の
住
居
等
に
ピ
ン
ク
ビ
ラ
を
配
り
ま
た
は
差
し
入
れ
る
行
為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
配
布
等
に
加
え
、
配
布

等
目
的
の
所
持
も
禁
止
す
る
タ
イ
プ
の
規
定
、
人
に
配
布
さ
せ
る
行
為
も
規
制
す
る
タ
イ
プ
の
規
定
な
ど
も
あ
る（

（2
（

。

⑧　

嫌
が
ら
せ
行
為
の
禁
止

特
定
の
者
等
に
対
し
て
、不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
態
様
の
つ
き
ま
と
い
行
為
等
を
反
復
し
て
行
う
こ
と
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
規
定
が
置
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
で
あ
り
、
そ
の
当
時
「
つ
き
ま
と
い
」

行
為
を
取
り
締
ま
る
法
律
が
な
か
っ
た
た
め
、
条
例
が
法
律
に
先
行
し
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
へ
の
対
応
を
始
め
た
こ
と
に
よ
る
。
ス
ト

ー
カ
ー
禁
止
を
う
た
っ
た
条
例
が
は
じ
め
て
で
き
た
の
は
鹿
児
島
県
で
あ
り（
一
九
九
九
年
六
月
議
会
で
可
決
、同
年
十
月
一
日
に
施
行
）、

い
わ
ゆ
る
桶
川
事
件
が
発
生
す
る
直
前
で
あ
っ
た
。
鹿
児
島
県
に
続
き
、
宮
崎
県
、
岩
手
県
で
も
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
四
月
一
日

に
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
を
盛
り
込
ん
だ
迷
惑
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」（
ス
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ト
ー
カ
ー
規
制
法
）
が
同
年
五
月
に
成
立
し
、
十
一
月
に
施
行
さ
れ
た
。
施
行
後
は
、
迷
惑
防
止
条
例
の
適
用
対
象
か
ら
、
ス
ト
ー
カ
ー

規
制
法
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
が
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
多
く
の
都
道
府
県
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
適
用
範
囲
が
狭
い
こ
と

を
理
由
に
、「
つ
き
ま
と
い
」
行
為
の
原
因
た
る
感
情
を
広
く
と
ら
え
て
条
項
を
設
け
た（

（2
（

。

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
改
正
で
は
行
為
類
型
に
「
電
子
メ
ー
ル
の
連
続
送
信
」
が
追
加
さ
れ
、二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
改
正
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
非
親
告
罪
化
と
罰
則
の
引
き
上
げ
な
ど
に
加
え
て
、
行
為
類
型
に
、（
ⅰ
）
住
居

等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
行
為
、（
ⅱ
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
等
、（
ⅲ
）
性
的
羞
恥
心
を
侵
害
す
る
行
為
が
追
加

さ
れ
た
。
同
法
の
改
正
に
伴
っ
て
、
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
で
も
同
様
の
改
正
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
規
定
に
加
え
、
⑨
人
の
現
在
す
る
建
造
物
を
訪
れ
て
、
物
品
の
販
売
等
ま
た
は
広
告
等
の
勧
誘
を
行
う
行
為
を
規
制
す
る
押
売

行
為
の
禁
止
、
⑩
遊
技
場
（
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
等
）
の
営
業
所
ま
た
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
、
遊
技
場
の
営
業
者
が
遊
技
客

に
賞
品
と
し
て
交
付
し
た
物
品
を
転
売
等
す
る
た
め
に
買
い
集
め
る
こ
と
を
規
制
す
る
景
品
買
行
為
の
禁
止
、
⑪
公
共
の
場
所
等
に
お
い

て
、
不
特
定
の
者
に
対
し
、
座
席
、
行
列
の
順
位
、
駐
車
場
所
を
占
め
る
便
益
を
、
対
価
を
得
て
供
与
し
、
ま
た
は
供
与
し
よ
う
と
す
る

こ
と
を
規
制
す
る
粗
暴
な
座
席
占
拠
行
為
（
シ
ョ
バ
ヤ
行
為
）
の
禁
止
も
全
国
の
迷
惑
防
止
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
⑨
～
⑪
に
つ

い
て
は
過
去
十
年
間
を
み
て
も
、
検
挙
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い（

（2
（

。

そ
の
他
、
各
県
に
特
徴
的
な
規
定
と
し
て
、
ⓐ
駐
車
場
所
の
不
当
な
供
与
禁
止
（
埼
玉
）、
ⓑ
呼
鈴
等
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
行
為
の
禁
止

（
千
葉
）、
ⓒ
深
夜
に
お
け
る
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
行
為
又
は
静
穏
を
害
す
る
行
為
の
禁
止
（
神
奈
川
、
三
重
、
奈
良
、
和
歌
山
、
愛
媛
）、

ⓓ
電
話
等
に
よ
る
売
買
の
不
当
誘
引
等
の
禁
止
（
愛
知
、
奈
良
）、
ⓔ
便
宜
供
与
等
の
禁
止
（
和
歌
山
）、
ⓕ
不
当
な
対
価
等
の
要
求
行
為

の
禁
止
（
島
根
）、
ⓖ
不
当
な
対
価
等
の
要
求
行
為
の
禁
止
（
佐
賀
）、
ⓗ
暴
走
行
為
の
禁
止
（
青
森
、
福
島
、
福
岡
）
が
あ
る
。
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（
３
）
現
在
の
迷
惑
防
止
条
例
の
送
致
件
数

で
は
最
後
に
、
過
去
十
年
間
（
平
成
十
九
年
か
ら
平
成
二
十
八
年
）
に
お
け
る
迷
惑
防
止
条
例
違
反
の
送
致
件
数
を
み
て
み
よ
う（

（2
（

。

ま
ず
、
警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、「
粗
暴
行
為
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
に
「
そ
の
他
」、「
不
当
客
引
行
為
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

三
種
類
の
犯
罪
類
型
が
送
致
件
数
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
（
な
お
、「
粗
暴
行
為
」
お
よ
び
「
そ
の
他
」
の
内
訳
は
不
明
）。

総
数

ダ
フ
屋
行
為

粗
暴
行
為

不
当
客
引
行
為

た
か
り
行
為

行
楽
地
等
の

危
険
行
為　

そ
の
他

平
19

7,701

68

6,135

604

7

29

858

平
20

7,380

51

5,663

685

41

28

912

平
21

7,652

40

5,765

762

15

16

1,054

平
22

7,952

67

5,938

808

39

15

1,085

平
23

8,098

33

6,139

785

36

25

1,080

平
24

8,893

49

6,623

906

43

48

1,224

平
25

8,892

26

6,701

826

44

39

1,256

平
26

9,384

28

6,512

941

35

60

1,808

平
27

9,357

29

5,690

1,045

18

62

2,513

平
28

9,449

29

5,214

1,134

24

67

2,981（
送
致
件
数
）
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次
に
、
参
照
し
え
た
警
視
庁
（
東
京
都
）
の
統
計
を
み
る
と（

（3
（

、「
粗
暴
行
為
」
の
う
ち
「
卑
わ
い
な
行
為
」
と
「
客
引
行
為
等
」
の
二
つ

で
、
送
致
件
数
総
数
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、「
卑
わ
い
な
行
為
」
の
う
ち
「
盗
撮
」
と
、「
客
引
行
為
等
」
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

総
数

ダ
フ
ヤ
行
為

（
２
条
）　　

粗
暴
行
為
（
第
5
条
）

つ
き
ま
と
い
行
為
等

（
５
条
の
２
）　　
　

客
引
行
為
等

（
７
条
）　　

そ
の
他

卑
わ
い
行
為　
　

（
う
ち
盗
撮
、
１
項
）
そ
の
他　
　
　
　

（
2
・
3
・
4
項
）

平
19

2,510

26

2,238
（193）

5

9

212

20

平
20

2,491

23

2,169
（171）

1

1

280

17

平
21

2,343

14

2,016
（185）

─

7

300

6

平
22

2,405

26

1,957
（201）

─

9

413

─

平
23

2,432

11

1,995
（263）

1

4

421

─

平
24

2,842

26

2,232
（484）

─

5

579

─

平
25

2,493

11

1,994
（633）

─

7

481

─

平
26

2,561

13

1,940
（617）

─

8

599

1

平
27

2,541

13

1,925
（684）

1

10

589

3

平
28

2,416

16

1,824
（619）

─

11

564

1（
送
致
件
数
）
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こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
迷
惑
防
止
条
例
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
類
型
は
多
彩
な
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
も
っ
ぱ
ら
特
定

の
犯
罪
類
型
し
か
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
警
視
庁
の
統
計
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
嫌
が
ら
せ
行

為
の
送
致
件
数
は
、
東
京
都
に
お
い
て
は
年
間
十
件
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
最
近
改
正
さ
れ
た
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
を
掲
げ
て
お
く
（
下
線
部
は
二
〇
一
八

年
三
月
の
改
正
部
分
）。

第
五
条
の
二 

①　

何
人
も
、
正
当
な
理
由
な
く
、
専
ら
、
特
定
の
者
に
対
す
る
ね
た
み
、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
を
充
足
す
る

目
的
で
、
当
該
特
定
の
者
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
当
該
特
定
の
者
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な

関
係
を
有
す
る
者
に
対
し
、
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
（
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
つ
き
ま
と
い
等
及
び
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
除
く
。）
を
反
復
し
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及

び
第
四
号
（
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
子
メ
ー
ル
の

送
信
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
身
体
の
安
全
、
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ

の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
居
等
」
と
い
う
。）
の
平
穏
若
し
く
は
名
誉
が
害
さ
れ
、又
は
行
動
の

自
由
が
著
し
く
害
さ
れ
る
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
一
） �

つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
、
住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又

は
住
居
等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
。
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（
二
） �

そ
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
三
） �

著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
。

（
四
） �

連
続
し
て
電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
、
又
は
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
、
電
話
を
か
け
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装

置
を
用
い
て
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す
る
こ
と
。

（
五
） �
汚
物
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
を
送
付
し
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に

置
く
こ
と
。

（
六
） �

そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
七
） �

そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図

画
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ

る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
に
係

る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、又
は
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録

そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

② 

警
視
総
監
又
は
警
察
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
、
当
該
違
反
行

為
の
再
発
の
防
止
を
図
る
た
め
、
援
助
を
受
け
た
い
旨
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

③ 

本
条
の
規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て
は
、
都
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
、
そ
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他

の
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
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３
．
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
検
討

（
１
）
罪
刑
法
定
原
則
の
観
点

①　

規
定
形
式
に
関
し
て

迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、
四
〇
都
道
府
県
（
規
定
が
な
い
七
県
は
山
梨
県
、
長
野
県
、
愛
知
県
、
鳥
取
県
、
山
口
県
、

長
崎
県
、
沖
縄
県
）
に
あ
り
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
「
つ
き
ま
と
い
等
」
規
定
（
二
条
）
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
デ

ー
タ
は
二
〇
一
八
年
六
月
末
現
在
の
も
の
。
以
下
同
じ
）。
両
者
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、目
的
要
件
や
「
正
当
な
理
由
」
要
件
が
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
（
以
下
単
に
「
目
的
要
件
等
」
と
い
う
）
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
活
動
、
組
合
活
動
等
が
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
を
構
成
す
る
「
つ
き
ま
と
い
等
」

の
構
成
要
件
に
は
「
特
定
の
者
に
対
す
る
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
又
は
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
怨
恨
の
感

情
を
充
足
す
る
目
的
」（
以
下
「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
と
い
う
）
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
感
情
を
充
足
す
る
目
的
を
も
た
な
い

「
つ
き
ま
と
い
等
」
は
規
制
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

そ
れ
に
対
し
て
、
四
〇
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
以
外
の
「
つ
き
ま
と
い

等
」
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
要
件
等
は
次
の
よ
う
に
、
大
き
く
四
つ
に
分
か
れ
る
。

第
一
に
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
…
」（「
正
当
な
理
由
な
く
…
」
も
含
む
）
と
い
う
規
定
形
式
で
あ
る
の
は
二
七
道
県
（
北
海
道
、

青
森
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
茨
城
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
岐
阜
県
、

静
岡
県
、
三
重
県
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
島
根
県
、
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
）

で
あ
る
。
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第
二
に
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
～
の
目
的
で
…
」（
そ
の
逆
も
含
む
）
と
い
う
規
定
形
式
の
目
的
要
件
を
置
い
て
い
る
の
は
、

四
都
府
県
（
東
京
都
、
高
知
県
、
岡
山
県
、
大
阪
府
）
で
あ
り
、
そ
の
文
言
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
大
阪
府
に
は
目
的
要
件

に
「
特
定
の
者
に
対
す
る
」
と
い
う
文
言
が
な
い
）。

東
京
都
・
高
知
県

正
当
な
理
由
な
く
、
専
ら
、
特
定
の
者
に
対
す
る
ね
た
み
、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的

岡
山
県

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
特
定
の
者
に
対
す
る
恨
み
、
ね
た
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
又
は
恋
愛
感
情
そ
の
他
の
好
意
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的

大
阪
府

妬
み
、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
又
は
性
的
好
奇
心
を
充
足
す
る
目
的
に
よ
る
場
合
、
不
当
に
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
得
る
目
的
に
よ

る
場
合
等
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に

第
三
に
、「
～
の
目
的
で
…
」
と
い
う
規
定
形
式
の
目
的
要
件
を
置
い
て
い
る
の
は
六
府
県
（
栃
木
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
和
歌
山

県
、
広
島
県
、
熊
本
県
）
で
あ
り
、
そ
の
文
言
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

栃
木
県
・
和
歌
山
県

特
定
の
者
に
対
す
る
嫌
悪
、
嫉
妬
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
感
情
を
充
足
す
る
目
的

滋
賀
県
・
広
島
県
・

熊
本
県

特
定
の
者
に
対
す
る
妬
み
（
ね
た
み
）、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的

京
都
府

特
定
の
者
に
対
す
る
職
場
、
学
校
、
地
域
生
活
、
商
取
引
、
金
銭
貸
借
、
係
争
又
は
調
停
の
関
係
に
起
因
す
る
ね
た
み
、
う
ら
み
そ
の
他
悪
意
の
感

情
を
充
足
す
る
目
的

第
四
に
、「
み
だ
り
に
…
」
と
い
う
規
定
形
式
の
目
的
要
件
を
置
い
て
い
る
の
は
、
三
県
（
岩
手
県
、
福
島
県
、
千
葉
県
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
の
目
的
規
定
等
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
「
恋
愛
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感
情
等
充
足
目
的
」
よ
り
も
全
般
的
に
広
い
目
的
要
件
を
置
い
て
お
り
、「
正
当
な
理
由
」、「
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
」、「
性
的
好
奇
心
を

充
足
す
る
（
目
的
）」、「（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
目
的
以
外
の
）
好
意
の
感
情
」
な
ど
、
そ
れ
自
体
で
は
直
ち
に
明
確
で
な
い
目
的
内
容

を
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
警
察
の
逐
条
解
説
等
に
よ
れ
ば
「
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
」
と
は
「
妬
み
、
恨
み
以
外
の
他
人
に
害
を
与
え
よ

う
と
す
る
感
情（

（3
（

」
と
さ
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
不
明
確
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
す
で
に
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に（

（3
（

、
そ
も
そ
も
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
よ
う
な
目
的
犯

規
定
は
、
通
貨
偽
造
罪
な
ど
の
通
常
の
目
的
犯
と
は
異
な
り
、
目
的
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
た
内
容
が
実
現
さ
れ
た
場
合
の
当
該
行
為
ま

た
は
結
果
（
以
下
、目
的
実
現
行
為
等
と
呼
ぶ
）
が
直
接
的
に
法
益
侵
害
性
を
有
し
て
い
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
通
貨
偽
造
罪
の
「
行
使
の
目
的
」
が
実
現
す
れ
ば
別
途
、「
通
貨
に
対
す
る
社
会
の
信
用
」
等
を
侵
害
す
る
た
め
偽
造
通
貨
行
使

罪
が
成
立
し
う
る
一
方
で
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、「
恋
愛
感
情
等
を
充
足
」
す
る

行
為
そ
れ
自
体
は

─
そ
の
す
べ
て
の
行
為
が
法
益
侵
害
性
を
有
し
な
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の

─
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
も
し
な
い

行
為
も
想
定
で
き
る
た
め
、
そ
れ
自
体
で
は
当
罰
性
が
高
い
と
は
い
え
な
い（

（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、「
恋
愛
感
情
等
を
充
足
」
す
る
行
為
そ
れ
自
体

は
法
益
侵
害
性
か
ら
（
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
も
し
な
い
行
為
も
想
定
で
き
る
と
い
う
意
味
で
）
価
値
中
立
的
な
態
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
般
に
、
目
的
犯
に
お
け
る
目
的
の
内
容
は
、
目
的
実
現
行
為
等
で
明
確
化
さ
れ
る
法
益
侵
害
性
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
、

目
的
犯
に
お
け
る
目
的
要
件
は
、
前
段
階
に
お
け
る
客
観
的
行
為
を
絞
り
込
む
機
能
を
も
つ
が
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
目
的
要
件
は
そ

の
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
他
方
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
客
観
的
行
為
で
あ
る
「
つ
き
ま
と
い
等
」
も
、
日
常
行
為
と
の

近
接
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
も
し
な
い
行
為
も
想
定
で
き
る
た
め
、
そ
れ
自
体
で
は
当
罰
性
が
高
い
と
は
い
え

な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
客
観
的
行
為
自
体
の
法
益
侵
害
性
が
疑
わ
し
い
類
型
を
、
同
じ
く
法
益
侵
害
関
連
性
の
な
い
目
的
要
件
に
よ
っ
て
限
定
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を
図
る
と
い
う
手
法
は
、
可
罰
性
の
限
界
が
法
益
侵
害
性
と
は
無
関
係
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
前
倒

し
規
制
を
正
当
化
す
る
論
理
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
か
─
─
悪
い
内
心
を
抱
い
て
い
る
か
ら
処
罰
す
る
と
い
う
─
─「
心
情
刑
法
」

へ
の
接
近
と
い
う
さ
ら
な
る
問
題
を
含
み
う
る（

（3
（

。

こ
の
特
異
な
目
的
犯
の
構
造
は
、
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
で
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
禁
止
規
定
の

「
ね
た
み
、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的
」（
以
下
、
単
に
「
悪
意
の
感
情
等
充
足
目
的
」
と
い
う
）
も
、
目
的
実
現
行

為
等
そ
れ
自
体
は
、
法
益
を
侵
害
す
る
行
為
も
侵
害
し
な
い
行
為
も
想
定
で
き
る
た
め
、
そ
れ
自
体
で
は
当
罰
性
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
一
般
に
「
悪
意
の
感
情
等
充
足
目
的
」
は
、「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
よ
り
も
広
範
な
概
念
と
言
え
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
よ
り

も
目
的
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
目
的
犯
と
い
う
性
格
上
当
然
な
が
ら
、
目
的
要
件
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
客
観
的
行
為
の
し

ぼ
り
こ
み
も
弛
緩
し
、「
つ
き
ま
と
い
行
為
等
」
の
客
観
的
行
為
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
法
益
侵
害
性
の
疑
わ
し
い
態
様
が
含
ま
れ
る
こ
と
と

な
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
個
々
の
文
言
解
釈
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

②　

個
々
の
文
言
の
解
釈
に
つ
い
て

迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
四
〇
都
道
府
県
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
、
そ

の
行
為
類
型
に
若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
「
つ
き
ま
と
い
等
」
規
定
と
同
じ
く
、以
下
の
八
つ
の
行
為
類
型
を
置
く
都
道
府
県
は
十
八
道
府
県
（
北
海
道
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
福
井
県
、
三
重
県
、
大
阪
府
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
徳
島
県
、

佐
賀
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
鹿
児
島
県
）
で
あ
る
。
ま
た
、
後
記
（
ⅲ
）
の
「
面
会
等
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
」
規
定
を
除
く
七
つ
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の
行
為
類
型
を
規
定
し
て
い
る
の
が
、
前
に
条
文
を
掲
げ
た
東
京
都
の
条
例
で
あ
る
。

（
ⅰ
）�
つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
（
以
下

「
住
居
等
」
と
い
う
。）
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
、
住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又
は
住
居
等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く

こ
と
。

（
ⅱ
）�

そ
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
ⅲ
）�

面
会
、
交
際
そ
の
他
の
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。

（
ⅳ
）�

著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
。

（
ⅴ
）�

電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
、
又
は
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
、
電
話
を
か
け
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い

て
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す
る
こ
と
。

（
ⅵ
）�

汚
物
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
を
送
付
し
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に

置
く
こ
と
。

（
ⅶ
）�

そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

（
ⅷ
）�

そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図

画
、
電
磁
的
記
録
…
に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ
の
性
的
羞
恥

心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

そ
の
他
の
府
県
は
、
前
記
（
ⅰ
）
の
「
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
」
の
文
言
が
な
い
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
前
記
の
八



論　　　　　説

阪経法論 79（’18 . 9）　34

つ
の
行
為
類
型
に
、「
虚
偽
の
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
」
と
い
う
行
為
類
型
を
加
え
て
、
九
つ
の
行
為
類
型

を
置
い
て
い
る
の
は
千
葉
県
で
あ
る
。

「
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
」
の
文
言
が
な
い
も
の
の
、
八
つ
の
行
為
類
型
が
あ
る
県
は
十
四
県
（
青
森
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
群
馬

県
、
神
奈
川
県
、
石
川
県
、
静
岡
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
、
福
岡
県
、
宮
崎
県
）、
八
つ
の
行
為
類
型
が
あ

る
も
の
の
、
前
記
（
ⅶ
）
の
「
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
」
規
定
が
「
虚
偽
の
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に

置
く
こ
と
」
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
二
県
は
岩
手
県
と
香
川
県
で
あ
る
。

前
記
（
ⅶ
）
の
「
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
」
規
定
を
除
く
七
つ
の
行
為
類
型
を
規
定
し
て
い
る
の
が
広
島
県
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
記
（
ⅱ
）
の
「
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
」
規
定
お
よ
び
（
ⅲ
）
の
「
面
会
等
を
行
う

こ
と
を
要
求
す
る
」
規
定
を
除
く
六
つ
の
行
為
類
型
を
規
定
し
て
い
る
の
が
和
歌
山
県
、
前
記
（
ⅱ
）
と
（
ⅶ
）
に
加
え
、（
ⅷ
）
の
「
性

的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
」
規
定
を
除
く
五
つ
の
行
為
類
型
を
規
定
し
て
い
る
の
が
岐
阜
県
で
あ
る
。

奈
良
県
は
「
電
話
等
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
行
為
等
の
禁
止
」（
何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
電
話
そ
の
他
の
電
気
通
信
の
手
段
、

文
書
又
は
図
画
に
よ
り
、
他
人
に
対
し
、
反
復
し
て
、
虚
偽
の
事
項
、
卑
わ
い
な
事
項
等
を
告
げ
、
粗
野
若
し
く
は
乱
暴
な
言
語
を
用
い

て
、
又
は
電
話
で
何
も
告
げ
ず
、
著
し
く
不
安
又
は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
〇
条
）
と
、「
つ
き
ま
と

い
行
為
等
の
禁
止
」（
何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
特
定
の
者
に
対
し
、
反
復
し
て
、
追
随
し
、
待
ち
伏
せ
し
、
又
は
住
居
、
勤

務
場
所
、
学
校
、
宿
泊
場
所
等
を
訪
れ
、
か
つ
、
言
い
掛
か
り
を
つ
け
、
す
ご
み
、
身
体
、
衣
服
等
を
捕
ら
え
る
等
不
安
、
し
ゆ
う
恥
、

迷
惑
又
は
嫌
悪
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
、
つ
き
ま
と
い
、
又
は
面
談
そ
の
他
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
よ
う
強
要
し
て
は
な
ら
な

い
。
一
一
条
）
と
い
う
、
い
わ
ば
不
定
型
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
を
置
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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合
計

九
類
型

八
類
型

七
類
型

六
類
型

五
類
型

不
定
型

四
十
都
道
府
県

一
県
（
千
葉
）

三
十
四
道
府
県

二
都
県
（
東
京
、広
島
）

一
県
（
和
歌
山
）

一
県
（
岐
阜
）

一
県
（
奈
良
）

以
下
で
は
、
入
手
し
得
た
複
数
の
迷
惑
防
止
条
例
の
例
規
ま
た
は
逐
条
解
説
等（

（3
（

を
参
照
し
な
が
ら
、
文
言
の
基
本
的
な
解
釈
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
（
な
お
、
迷
惑
防
止
条
例
の
同
じ
個
々
の
文
言
の
解
釈
が
各
都
道
府
県
で
異
な
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ

な
い
た
め
、
一
部
の
都
道
府
県
の
逐
条
解
説
は
他
の
府
県
で
も
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
実
際
に
入
手
し
得
た
逐
条
解
説
に
お
い

て
は
文
言
解
釈
に
つ
き
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
迷
惑
防
止
条
例
を
「
本
条
例
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
）。

（
ⅰ
）
つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
見
張
り
を
し
、
住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又
は

住
居
等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
。

「
つ
き
ま
と
い
」、「
待
ち
伏
せ
」、「
立
ち
ふ
さ
が
り
」
に
つ
い
て
は
、
場
所
の
限
定
は
な
い
が
、「
見
張
り
」「
う
ろ
つ
き
」
に
つ
い
て

は
、「
住
居
等
の
付
近
」
に
お
い
て
、「
押
し
掛
け
」
に
つ
い
て
は
、「
住
居
等
」
に
対
し
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る（

（3
（

。

軽
犯
罪
法
一
条
二
八
号
に
お
い
て
も
「
立
ち
ふ
さ
が
り
」
が
処
罰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
な
い
し
迷
惑
防
止

条
例
と
は
、
同
一
の
者
に
対
し
て
反
復
し
て
行
わ
れ
る
「
立
ち
ふ
さ
が
り
」
の
行
為
が
処
罰
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

「
つ
き
ま
と
い
」
と
は
、
相
手
方
と
な
る
者
の
移
動
に
伴
っ
て
移
動
す
る
行
動
を
指
し
、
相
手
が
進
め
ば
自
己
も
進
み
、
相
手
が
停
止
す

れ
ば
自
己
も
停
止
す
る
と
い
っ
た
、し
つ
こ
く
追
随
す
る
こ
と
を
い
う（

（3
（

。
被
害
者
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
追
従
す
る
よ
う
な
方
法
で
も
、

つ
き
ま
と
い
行
為
に
該
当
す
る
。「
待
ち
伏
せ
」
と
は
一
定
の
場
所
で
相
手
が
来
る
の
を
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
を
い
う（

（4
（

。「
進
路
に
立
ち

ふ
さ
が
る
」
と
は
、
相
手
の
前
方
に
立
っ
て
行
く
手
を
ふ
さ
ぎ
、
そ
の
行
動
の
自
由
を
阻
害
す
る
こ
と
を
い
う（

（4
（

。
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「
付
近
」
と
は
、
相
手
方
が
自
己
が
見
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
相
手
方

か
ら
目
視
で
き
る
程
度
の
距
離
を
意
味
す
る（

（4
（

。「
見
張
り
」
と
は
、
一
定
時
間
継
続
的
に
動
静
を
見
守
る
こ
と
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
単
に

住
居
等
の
前
を
通
過
す
る
際
に
、
少
し
見
る
だ
け
で
は
「
見
張
り
」
と
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
短
時
間
に
繰
り
返
し
て
住
居

等
を
注
視
し
な
が
ら
周
回
す
る
行
為
は
「
見
張
り
」
に
当
た
る（

（4
（

。「
押
し
掛
け
る
」
と
は
、
住
居
等
に
招
か
れ
て
も
い
な
い
の
に
、
勝
手
に

訪
問
す
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
訪
問
は
住
居
等
の
平
穏
が
害
さ
れ
る
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ
る
訪
問
で
あ
っ
て
社
会
通
念
上
容
認
さ
れ
な

い
も
の
を
い
う（

（4
（

。
た
と
え
ば
、
拒
絶
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
繰
り
返
し
訪
れ
る
、
深
夜
に
訪
れ
る
、
ド
ア
を
乱
暴
に
た
た
く
な
ど

と
い
っ
た
も
の
が
こ
れ
に
当
た
る（

（4
（

。
こ
の
「
押
し
掛
け
」
時
に
相
手
方
が
在
宅
し
て
い
る
か
否
か
は
問
わ
な
い（

（4
（

。

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
で
も
導
入
さ
れ
た
「
う
ろ
つ
く
」
と
は
、
あ
て
も
な
く
移
動
す
る
こ
と
を

い
う（

（4
（

。
ま
た
、「
み
だ
り
に
」
と
は
、「
正
当
な
理
由
な
く
」
と
い
う
意
味
よ
り
も
や
や
広
く
、
行
為
の
態
様
を
示
す
意
味
も
含
ん
で
お
り
、

社
会
的
相
当
性
が
な
い
よ
う
な
態
様
に
よ
る
こ
と
を
意
味
す
る（

（4
（

。
例
え
ば
、
遠
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
て
被
害
者
宅
周
辺
を
歩
き
回

る
行
為
や
被
害
者
宅
の
前
の
道
路
を
自
動
車
や
自
転
車
等
で
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
行
為
な
ど
が
該
当
す
る（

（4
（

。

（
ⅱ
）
そ
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

二
〇
一
八
年
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
」
と

は
、
相
手
方
の
行
動
を
監
視
し
、
ま
た
は
監
視
等
を
し
て
い
る
第
三
者
か
ら
報
告
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
よ
う
な

事
項
を
い
う
。「
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
」
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
監
視
等
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。
た
と
え
ば
、
相
手
方
に
対

し
て
「
○
月
○
日
は
、
Ａ
さ
ん
と
『
○
○
○
』
で
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
ね
」
と
告
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
宅
し
た
直
後
に
「
お
帰

り
な
さ
い
」
と
電
話
す
る
こ
と
な
ど
も
該
当
す
る（

（5
（

。
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「
告
げ
る
」
と
は
、
口
頭
、
文
書
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
に
よ
っ
て
、
対
象
者
に
対
し
直
接
上
記
事
項
を
伝
達
す
る
こ

と
で
あ
り
、「
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
」
と
は
、
直
接
相
手
方
に
伝
達
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
相
手
方
が
日
常
生
活
に
お
い
て

了
知
し
得
る
範
囲
内
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
を
い
う（

（5
（

。
た
と
え
ば
、
相
手
方
に
「
昨
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
た
の
は
誰

だ
。」
と
の
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
、
公
共
の
自
転
車
置
き
場
に
置
か
れ
て
い
る
相
手
方
の
自
転
車
の
前
か
ご
に
メ
モ
を
置
く
こ

と
な
ど
が
該
当
す
る（

（5
（

。

（
ⅲ
）
面
会
、
交
際
そ
の
他
の
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。

「
義
務
の
な
い
こ
と
」
と
は
、第
三
者
か
ら
み
て
不
当
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
も
の
を
い
う
。
真
に
「
義
務
の
な
い
こ
と
」
と
言
え
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
実
際
に
債
権
を
有
し
、
要
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
行
為
者
が
正
当
な

権
利
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
場
合
に
は
、「
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
要
求
す

る
」
に
該
当
す
る
。
ま
た
「
会
社
に
来
る
な
」
な
ど
と
不
作
為
を
要
求
す
る
行
為
の
場
合
で
あ
っ
て
も
該
当
す
る（

（5
（

。

「
要
求
」
と
は
必
要
が
あ
る
と
し
て
求
め
る
こ
と
を
い
い
、
生
命
、
身
体
、
自
由
、
名
誉
ま
た
は
財
産
に
対
し
て
害
を
加
え
る
旨
を
告
知

し
た
り
、
暴
行
を
用
い
る
な
ど
し
て
要
求
す
る
こ
と
は
、
刑
法
の
脅
迫
罪
ま
た
は
強
要
（
未
遂
）
罪
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ

れ
に
至
ら
な
い
態
様
で
要
求
す
る
場
合
が
本
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
要
求
の
手
段
は
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
口
頭
又
は
文
書
（
手

紙
、
張
り
紙
等
）
に
よ
る
伝
達
の
ほ
か
、
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
し
て
行
う
場
合
も
対
象
と
な
る（

（5
（

。

（
ⅳ
）
著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
。

「
著
し
く
粗
野
な
言
動
」
と
は
、
場
所
柄
を
わ
き
ま
え
な
い
、
相
応
の
礼
儀
を
守
ら
な
い
ぶ
し
つ
け
な
言
動
又
は
動
作
の
う
ち
、
社
会
通
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念
上
、
認
容
し
得
な
い
程
度
の
も
の
を
い
う
。
他
方
、「
著
し
く
乱
暴
な
言
動
」
と
は
、
荒
々
し
い
言
語
動
作
を
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
刑
法
の
暴
行
、
脅
迫
に
当
た
ら
な
い
程
度
の
も
の
を
い
う
。
た
と
え
ば
、
他
人
に
故
意
に
突
き
当
た
る
、
出
入
口
の
戸
を
激
し
く

開
け
閉
め
す
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
、
こ
と
さ
ら
大
き
な
物
音
を
た
て
る
等
の
行
為
で
あ
り
、
必
ず
し
も
人
の
身
体
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い（

（5
（

。「
言
動
」
に
つ
い
て
は
、
手
紙
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
等
を
す
る
場
合
も
対
象
と
な
る
。

な
お
、「
著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
」
が
行
わ
れ
た
時
点
で
相
手
方
が
そ
の
行
為
を
認
識
す
る
必
要
は
な
く
、
第
三
者
か
ら
伝
え
聞

い
た
り
、
ビ
デ
オ
の
映
像
を
確
認
す
る
等
に
よ
り
、
後
で
そ
の
言
動
を
認
識
し
た
場
合
で
も
こ
れ
に
当
た
る（

（5
（

。

（
ⅴ
）
連
続
し
て
電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
、
又
は
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
、
電
話
を
か
け
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置

を
用
い
て
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す
る
こ
と
。

「
連
続
し
て
」
と
は
、
短
時
間
や
短
期
間
に
何
度
も
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
個
々
の
事
案
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

る（
（5
（

。
一
日
に
一
回
電
話
を
か
け
る
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
な
場
合
に
は
、「
連
続
し
て
」
と
評
価
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
る（

（5
（

。

ま
た
、
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
等
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
よ
く
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル

等
の
い
ず
れ
か
の
み
を
連
続
し
て
送
信
等
を
行
う
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
複
数
を
連
続
し
て
送
信
等
を
行

う
場
合
で
も
、
該
当
す
る（

（5
（

。

前
半
の
「
電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
」
と
は
、
行
為
の
相
手
方
に
電
話
を
か
け
、
そ
の
相
手
方
が
電
話
に
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
も
言
わ
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
電
話
を
か
け
て
何
も
言
わ
な
い
で
沈
黙
を
保
つ
」
と
い
う
行
為
の
ほ
か
、「
電
話
を
か
け
て
何
も
言
わ
な

い
で
切
る
」
と
い
う
行
為
も
含
む
。
た
だ
し
、
一
旦
は
「
電
話
が
つ
な
が
る
」
と
い
う
状
態
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

る（
（6
（

。
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「
拒
ま
れ
た
」
と
評
価
さ
れ
る
に
は
、行
為
の
相
手
方
が
電
話
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
拒
絶
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

拒
絶
に
は
黙
示
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
他
方
で
行
為
者
が
拒
絶
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相

手
方
が
着
信
拒
否
設
定
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
ッ
ク
設
定
等
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
旨
が
通
知
さ
れ
な
い
設
定
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
「
拒
ま
れ
た
」
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
い（

（6
（

。

な
お
、
相
手
方
か
ら
行
為
者
に
対
し
て
直
接
拒
む
場
合
だ
け
で
な
く
、
相
手
方
が
警
察
に
相
談
し
、
警
察
か
ら
行
為
者
に
対
し
て
相
手

方
が
拒
ん
で
い
る
こ
と
を
告
げ
、
行
為
者
が
そ
れ
を
認
識
す
る
よ
う
な
場
合
も
該
当
す
る
と
さ
れ
る（

（6
（

。

「
電
話
を
か
け
」
と
は
通
話
状
態
と
な
る
必
要
は
な
く
、
着
信
履
歴
か
ら
判
断
し
て
連
続
し
て
電
話
を
か
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

「
電
話
を
か
け
」
に
該
当
す
る（

（6
（

。
な
お
、
電
話
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
よ
い（

（6
（

。

二
〇
一
八
年
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
で
も
導
入
さ
れ
た
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
」
と
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
」
の
こ
と
を
い
う
。

し
た
が
っ
て
、「
電
子
メ
ー
ル
」
と
は
、
特
定
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
六
号
）
第
二

条
第
一
号
の
電
子
メ
ー
ル
と
同
様
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
端
末
に
よ
る
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、Y

ahoo!

メ
ー
ル
やGm

ail

と
い
っ

た
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
も
の
が
含
ま
れ
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー
ビ
ス
）
が
含
ま
れ
る
。

「
そ
の
受
信
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
」（
同
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
）
と
は
、
具
体
的

に
は
、LIN

E

やFacebook

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
等
を
利
用
し
た
電
気
通
信
が
こ
れ
に
該
当
し
、「
特
定
の
個
人
が
そ
の
入
力

す
る
情
報
を
電
気
通
信
を
利
用
し
て
第
三
者
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
付
随
し
て
、
そ
の
第
三
者
が
当
該
個
人
に
対
し
情
報
を
伝
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
能
が
提
供
さ
れ
る
も
の
の
当
該
機
能
を
利
用
す
る
行
為
」（
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
）
と
は
、
具
体
的
に
は
、
相
手
方
が

開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
コ
メ
ン
ト
の
書
き
込
み
や
、
相
手
方
の
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
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む
行
為
等
が
該
当
す
る
と
さ
れ
る（

（6
（

。

ま
た
、「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
を
す
る
」
に
つ
い
て
は
、
受
信
拒
否
設
定
を
し
て
い
た
り
、
電
子
メ
ー
ル
等
の
着
信
音
が
鳴
ら
な
い
設

定
に
し
た
り
し
て
い
る
な
ど
の
た
め
に
、
個
々
の
電
子
メ
ー
ル
等
の
着
信
の
時
点
で
、
相
手
方
で
あ
る
受
信
者
が
そ
の
こ
と
を
認
識
し
得

な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
受
信
履
歴
等
か
ら
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
信
者
が
認
識
し
得
る
の
で
あ
れ
ば
、「
電
子
メ

ー
ル
の
送
信
等
を
す
る
」
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る（

（6
（

。

（
ⅵ
）
汚
物
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
を
送
付
し
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置

く
こ
と
。

「
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
」
と
は
、
ひ
ど
く
快
く
な
い
と
感
じ
さ
せ
、
ま
た
は
不
愉
快
に
感
じ
さ
れ
る
よ
う

な
物
で
あ
る
が
、
社
会
通
念
上
、
客
観
的
に
そ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
物
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る（

（6
（

。
い
か
な
る
も
の
が
該
当
す
る
か

は
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
た
と
え
ば
、
生
ご
み
、
廃
油
、
死
体
を
写
し
た
写
真
等
も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
な

お
、
こ
こ
で
い
う
「
物
」
に
は
、
文
書
、
図
画
、
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
等
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る（

（6
（

。

（
ⅶ
）
そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

二
〇
一
八
年
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
名
誉
を
害
す
る
事
項
」
を
告
げ
る
等
す
る
こ
と
は
、相
手

方
の
社
会
的
評
価
を
害
し
、
名
誉
感
情
を
害
す
る
事
柄
を
告
げ
る
等
す
れ
ば
足
り
、
事
実
を
摘
示
す
る
こ
と
ま
で
は
要
し
な
い（

（7
（

。
名
誉
棄

損
罪
（
刑
法
二
三
〇
条
一
項
）、
侮
辱
罪
（
刑
法
二
三
一
条
）
と
異
な
り
、
公
然
と
行
わ
れ
る
こ
と
を
規
制
の
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
相
手

方
の
み
に
認
識
さ
れ
れ
ば
足
り
る
。
た
と
え
ば
、
相
手
方
に
対
し
て
「
コ
ケ
に
す
る
な
よ
ヤ
リ
マ
ン
」
等
の
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
こ
と
、
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相
手
方
が
よ
く
閲
覧
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
相
手
方
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容
を
書
き
込
む
こ
と
な
ど
が
本
号
に
該
当
す

る
。（

ⅷ
）
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図
画
、

電
磁
的
記
録
…
に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電

磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。

二
〇
一
八
年
の
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
」
と
は
、行
為
の
相
手
方
に
対
し

て
望
ん
で
も
い
な
い
の
に
性
的
に
恥
ず
か
し
い
と
思
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
て
精
神
の
平
穏
を
害
す
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
、「
わ
い
せ

つ
」
に
ま
で
至
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
う
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
そ
の
性
的
羞
恥
心
」
を
害
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
般
的
に

性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、行
為
の
相
手
方
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
る（

（7
（

。
そ
し
て
、

こ
の
規
定
は
、
わ
い
せ
つ
物
頒
布
罪
（
刑
法
一
七
五
条
）
と
は
異
な
り
、
頒
布
す
る
こ
と
や
公
然
と
行
う
こ
と
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い（

（7
（

。

「
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
画
像
や
動
画
を
記
録
し

た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
等
が
該
当
し
、「
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
」
と
は
、

相
手
方
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
画
像
や
動
画
を
電
子
メ
ー
ル
等
で
送
信
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
す
る
こ
と
等
が
該
当
す

る
と
さ
れ
る（

（7
（

。

（
ⅸ
）
行
為
の
相
手
方

嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
目
的
要
件
等
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
み
た
が
、「
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
～
の
目
的
で
…
」
お
よ
び
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「
～
の
目
的
で
…
」
と
い
う
目
的
要
件
を
置
い
て
い
る
都
府
県
条
例
の
規
定
で
は
、た
と
え
ば
「
特
定
の
者
に
対
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

～
そ
の
他
悪
意
の
感

情
を
充
足
す
る
目
的
で
」
と
い
う
よ
う
に
、そ
の
「
悪
意
の
感
情
等
（
充
足
目
的
）」
の
相
手
方
は
「
特
定
の
者
」
に
限
ら
れ
る
（
た
だ
し

大
阪
府
を
除
く
）。

他
方
、
こ
の
類
型
で
は
前
記
の
（
ⅰ
）
～
（
ⅷ
）
の
具
体
的
行
為
の
相
手
方
は
、「
当
該
特
定
の
者
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は

同
居
の
親
族
そ
の
他
当
該
特
定
の
者
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
」と
さ
れ
て
い
る
。「
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な

関
係
を
有
す
る
者
」（
以
下
、
密
接
関
係
者
と
い
う
）
と
は
、「
特
定
の
者
」
の
身
上
、
安
全
等
を
配
慮
す
る
立
場
に
あ
る
者
で
あ
り
、
そ

の
者
の
た
め
に
「
特
定
の
者
」
に
対
す
る
好
意
の
感
情
が
満
た
さ
れ
な
い
、
又
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
嫌
が
ら
せ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

「
特
定
の
者
」
を
心
理
的
に
圧
迫
し
、
そ
の
意
思
決
定
を
左
右
し
か
ね
な
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
該
当
す
る
と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
そ

の
恋
人
、
友
人
、
職
場
の
上
司
等
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る（

（7
（

。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
Ａ
に
対
す
る
「
悪
意
の
感
情
等
充
足
目
的
」
で
、
Ａ
に
対
し
て
具
体
的
行
為
を
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、

密
接
関
係
者
で
あ
る
Ｂ
に
対
し
て
具
体
的
行
為
を
し
た
場
合
も
、
当
然
、
嫌
が
ら
せ
行
為
と
な
る
。

さ
ら
に
、「
特
定
の
者
に
対
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

～
そ
の
他
悪
意
の
感
情
を
充
足
す
る
目
的
で
」
な
ど
と
い
う
目
的
要
件
が
付
さ
れ
て
い
な
い
類
型
（
た

と
え
ば
、
大
阪
府
の
規
定
や
、「
正
当
な
理
由
」
お
よ
び
「
み
だ
り
に
」
と
い
う
類
型
）
に
お
い
て
は
、
つ
き
ま
と
い
等
の
具
体
的
行
為
の

相
手
方
が
単
な
る
（
不
特
定
多
数
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
）「
特
定
の
者
」
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
て
お
り（

（7
（

、
解
釈
上
、
行
為
の
相

手
方
の
範
囲
は
非
常
に
大
き
く
な
り
う
る
。

（
ⅹ
）「
反
復
し
て
」
の
意
義

本
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、「
何
人
も
、
正
当
な
理
由
な
く
、
専
ら
、
特
定
の
者
に
対
す
る
ね
た
み
、
恨
み
そ
の
他
の
悪
意
の
感
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情
を
充
足
す
る
目
的
で
…
…
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
…
…
を
反
復
し
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い

う
「
反
復
し
て
」
と
は
、
複
数
回
繰
り
返
す
こ
と
を
い
い
、
同
一
の
号
に
該
当
す
る
行
為
を
反
復
す
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
各
号
に
規
定
す

る
行
為
を
二
回
以
上
行
う
場
合
も
含
む
。
な
お
、
反
復
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
時
間
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

な
る（

（7
（

。
（
ⅺ
）「
身
体
の
安
全
、
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
…
の
平
穏
若
し
く
は
名
誉
が
害
さ
れ
、
又
は
行
動
の

自
由
が
著
し
く
害
さ
れ
る
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
」
の
意
義

一
般
に
、
前
記
（
ⅰ
）
か
ら
（
ⅳ
）
及
び
（
ⅴ
）
の
「
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
」
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、「
身
体
の
安
全
、
住
居
、

勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
通
常
所
在
す
る
場
所
…
の
平
穏
若
し
く
は
名
誉
が
害
さ
れ
、
又
は
行
動
の
自
由
が
著
し
く
害
さ
れ
る
不
安
を

覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
」（
以
下
「
不
安
方
法
」
と
い
う
）
で
行
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

「
不
安
方
法
」
と
は
、
客
観
的
に
見
て
、
社
会
通
念
上
、
身
体
の
安
全
、
住
居
等
の
平
穏
若
し
く
は
名
誉
が
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

又
は
行
動
の
自
由
が
著
し
く
害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
相
手
方
を
心
配
さ
せ
る
と
評
価
で
き
る
程
度
の
も
の
を
い
い
、
被
害
者
が
現
実

に
不
安
を
覚
え
る
こ
と
は
必
要
で
な
い（

（7
（

。

こ
の
「
不
安
方
法
」
は
、
相
手
方
に
直
接
向
け
ら
れ
た
な
ら
ば
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
社
会
通
念
上
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
相
手
方
が
不
在
時
に
行
わ
れ
た
当
該
行
為
も
含
ま
れ
る
。

（
ⅻ
）
刑
法
総
則
の
適
用
お
よ
び
常
習
性

迷
惑
防
止
条
例
に
は
、
刑
法
総
則
の
適
用
が
あ
る
旨
の
明
文
は
な
い
が
、「
刑
法
第
八
条
に
よ
っ
て
当
然
刑
法
総
則
が
適
用
さ
れ
る（

（7
（

」。
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し
た
が
っ
て
、
特
に
故
意
（
刑
法
三
八
条
）、
共
犯
（
同
六
〇
条
以
下
）
等
の
適
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
特
別
の
考
慮
を

払
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

「
常
習
」
と
は
、
あ
る
行
為
を
反
復
す
る
習
癖
を
い
い
、
常
習
性
の
有
無
の
判
断
の
資
料
に
制
限
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
種
犯
罪
の

前
科
、
行
為
の
度
数
、
行
為
の
手
段
方
法
、
行
為
者
の
生
活
環
境
等
は
、
常
習
性
認
定
の
重
要
な
資
料
に
な
る
と
さ
れ
る
（
異
な
る
種
類

の
行
為
の
反
復
を
も
っ
て
「
常
習
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。
行
為
の
同
種
性
は
「
各
条
文
に
規
定
す
る
行
為
の
実
体
に
即
し
て
判
断

さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
常
習
性
は
一
種
の
身
分
犯
で
あ
る
か
ら
、
常
習
た
る
身
分
の
な
い
者
が
常
習
者
に
加
担
し
た
場
合
に
は
、

刑
法
六
五
条
二
項
が
適
用
さ
れ
、
通
常
の
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。
常
習
犯
に
は
累
犯
規
定
の
適
用
が
あ
る（

（7
（

。

③　

小
括

以
上
、
警
察
が
作
成
し
た
本
条
例
の
逐
条
解
説
等
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
本
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
文
言
の
解
釈
を
概
観
し
て

き
た
が
、
全
般
的
に
、
刑
法
な
ど
よ
り
も
緩
や
か
な
規
定
形
式
お
よ
び
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
緩

や
か
な
形
式
等
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
常
行
為
と
の
近
接
性
と
い
う
点
で
疑
義
が
あ
る
が
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
罪
に
つ
い
て
は
「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
に
起
因
す
る
行
為
と
い
う
性
質
上
─
─
か
ろ
う
じ
て
で
あ
る
が
─
─
一
定
の
限
定

が
付
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
条
例
の
目
的
要
件
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
そ
れ
に
比
し
て
、
広
範
な
も
の
と
い
え
る
た
め
、
濫
用

の
危
険
性
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
の
保
護
法
益
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
目
的
規
定
な
ど
に
鑑
み
、
個
人
的
法
益
と
理
解
さ
れ
て
い
る

が（
（8
（

、
嫌
が
ら
せ
行
為
禁
止
規
定
の
保
護
法
益
は
、
社
会
的
法
益
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
罪
と
本
条
例
の
嫌
が

ら
せ
行
為
と
が
、
目
的
要
件
を
除
き
、
構
成
要
件
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
し
て
も
、
個
々
の
具
体
的
な
要
件
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
前
者
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よ
り
も
後
者
が
緩
や
か
に
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、「
悪
意
の
感
情
」
等
の
相
手
方
と
、
具
体
的
行
為
の
相
手
方
が
異

な
る
場
合
に
は
、
そ
の
処
罰
範
囲
は
よ
り
広
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
行
為
を
「
犯
罪
化
」
し
、
そ
の
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
正
当
化
す
る
原
理
と
し
て
、
侵
害
原
理
な
ど
の
ほ
か
に
不
快

原
理
が
あ
る（

（8
（

。
不
快
原
理
と
は
、
あ
る
行
為
が
、
行
為
者
以
外
の
人
を
「
不
快
」
に
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
の
規
制
を
正

当
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、「
不
快
」
は
「
危
害
」
と
は
異
な
り
、
個
人
の
主
観
的
な
心
理
状
態
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、

概
念
的
に
不
明
確
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
認
定
に
も
困
難
を
伴
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
さ
れ
る（

（8
（

。
迷
惑
防
止
条
例
が
、
侵
害
原
理
で
は
正
当

化
で
き
な
い
犯
罪
類
型
を
、
こ
の
不
快
原
理
を
も
っ
て
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
不
快
」
の
度
合
い
は
個
人
の
─

─
と
り
わ
け
被
害
者
の
─
─
主
観
的
な
心
理
状
態
に
左
右
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
そ
の
処
罰
の
正
当
化
に
つ
い
て
は
大
き
な
疑
問
が

残
る
。

以
上
、
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、
全
般
的
に
不
明
確
な
規
定
で
あ
る
た
め
、
過
度
に
広
範
な
刑
罰
法
規
で
あ
り
、
罪

刑
法
定
原
則
か
ら
み
て
疑
義
が
あ
る
。

（
２
）
刑
罰
論
の
観
点

四
〇
都
道
府
県
に
置
か
れ
て
い
る
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、
そ
の
内
容
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ

同
内
容
の
迷
惑
行
為
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
法
定
刑
は
次
の
よ
う
に
分
か
れ
る
。
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嫌
が
ら
せ
行
為
規
制

法
定
刑

六
都
道
府
県

（
北
海
道
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
大
阪
府
、
島
根
県
）
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

常
習
の
場
合
：
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

三
四
府
県

六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

（
な
お
、
鹿
児
島
県
は
選
択
刑
と
し
て
「
拘
留
」
も
規
定
）

常
習
の
場
合
：
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

　「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
い
う
法
定
刑
を
定
め
て
い
る
六
都
道
府
県
（
北
海
道
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
東

京
都
、
大
阪
府
、
島
根
県
）
は
、
す
べ
て
「
う
ろ
つ
き
行
為
」
規
制
を
置
い
て
い
る
が
、
他
方
、
同
様
に
「
う
ろ
つ
き
行
為
」
規
制
を
置

い
て
い
る
十
三
府
県
の
法
定
刑
は
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ
る
。
法
定
刑
に
二
倍
の
開
き
が
あ
る
が
、
そ

の
法
定
刑
の
開
き
は
─
─
前
記
六
都
道
府
県
で
と
く
に
「
う
ろ
つ
き
行
為
」
が
多
い
な
ど
の
積
極
的
な
理
由
が
な
い
限
り
─
─
正
当
化
困

難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
京
都
で
も
嫌
が
ら
せ
行
為
の
検
挙
（
送
致
）
が
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り

で
あ
る
。

ま
た
、
本
条
例
の
処
罰
規
定
と
、
軽
犯
罪
法
と
の
関
係
も
問
題
と
な
り
う
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
条
例
が
規
定
す
る
犯
罪
類

型
は
、
軽
犯
罪
法
等
で
も
処
罰
し
う
る
た
め
、
本
条
例
の
よ
う
な
処
罰
規
定
を
置
く
必
要
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
る（

（8
（

。
も
っ
と
も
、
判
例

（
東
京
高
判
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日
東
高
刑
時
報
二
八
巻
一
一
号
一
四
二
頁
）
は
、本
条
例
の
「
卑
わ
い
な
言
動
」
規
制
に
関
し

て
、「
軽
犯
罪
法
一
条
二
〇
号
所
定
の
、
一
般
公
衆
に
け
ん
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
行
為
と
対
比
す
れ
ば
…
特
定
の
婦
女
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
行
為
の
悪
性
に
お
い
て
罪
質
が
右
軽
犯
罪
法
違
反
の
罪
よ
り
重
い
点
で
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
」
と
す
る
。
こ
の
判
示
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
迷
惑
防
止
条
例
と
軽
犯
罪
法
と
の
法
定
刑
の
違
い
を
「
罪
質
の
重
さ
」
に
求
め
る
説
明
も
一
見
説
得
的
に
み
え
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る
。
し
か
し
、
こ
の
「
罪
質
の
重
さ
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
近
年
の
厳
罰
化
の
論
理
を
い
ま
い
ち
ど
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
軽
犯
罪
法
一
条
二
八
号
は
「
他
人
の
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
、
若
し
く
は
そ
の
身
辺
に
群
が
つ
て
立
ち
退
こ
う
と
せ
ず
、

又
は
不
安
若
し
く
は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
他
人
に
つ
き
ま
と
つ
た
者
」
を
拘
留
ま
た
は
科
料
に
処
す
る
と
い
う
規
定
を
置

い
て
い
る
が
、「
不
安
方
法
」
で
「
反
復
」
し
て
「
つ
き
ま
と
い
等
」
す
る
と
、迷
惑
防
止
条
例
に
よ
り
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万

円
以
下
の
罰
金
」
ま
た
は
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
、「
つ
き
ま
と
い
等
」
す
る
と
い
う
同
じ
態
様
が
、
迷
惑
防
止
条
例
に
お
い
て
よ
り
重
く
処
罰
さ
れ
る
理
由
─
─
す
な
わ
ち
「
罪

質
」
が
重
い
と
い
う
理
由
─
─
と
し
て
は
、「
悪
意
の
感
情
等
を
充
足
す
る
目
的
」
を
有
し
て
い
た
こ
と
や
、「
不
安
方
法
」
で
「
反
復
」
し

て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
悪
意
の
感
情
を
有
し
て
い
た
か
ら
処
罰
す
る
」、「
被
害
者
等
に

と
っ
て
不
安
を
感
じ
る
者
だ
か
ら
処
罰
す
る
」
と
い
う
の
は
処
罰
の
根
拠
と
し
て
は
お
よ
そ
正
当
化
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（8
（

。
ま
た

─
─
少
な
く
と
も
二
回
─
─
「
反
復
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
「
罪
質
」
が
格
段
に
重
く
な
り
う
る
の
か
も
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
本
条
例
の
処
罰
規
定
と
、
刑
法
と
の
関
係
も
問
題
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
嫌
が
ら
せ
行
為
規
制
の
う

ち
、「
著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
」
は
暴
行
罪
（
刑
法
二
〇
八
条
）、
脅
迫
（
同
二
二
二
条
）
等
に
至
ら
な
い
も
の
を
い

う
と
さ
れ
、「
そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
こ
と
」
は
名
誉
棄
損
罪
（
同
二
三
〇
条
一
項
）、
侮
辱
罪
（
同
二
三
一
条
）
よ

り
も
緩
や
か
な
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
、「
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
こ
と
」
は
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
罪
（
刑
法

一
七
五
条
）
よ
り
も
緩
や
か
な
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
一
度
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
類
型
の
法
定
刑
を
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
本
条
例
の
犯
罪
類
型
の
法
定
刑
が
、
刑
法
上
の
そ
れ
と
重
複
し
、
罰
金
に
つ
い
て
は
超
え
て
い
る
犯
罪
類
型
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

本
条
例
の
犯
罪
類
型
は
非
親
告
罪
で
あ
る
。
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嫌
が
ら
せ
行
為
規
制
（
周
辺
行
為
・
前
段
階
規
制
）

（
六
都
道
府
県
：
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

刑
法
上
の
犯
罪

（
ⅳ
） 
著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と

暴
行
罪
（
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
若
し
く
は
科
料
）

脅
迫
罪
（
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

（
ⅶ
） 
そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
こ
と

名
誉
棄
損
罪
（
三
年
以
下
の
懲
役
・
禁
錮
、
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）　

※
親
告
罪

侮
辱
罪
（
拘
留
、
科
料
）　

※
親
告
罪

（
ⅷ
） 

そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
る
等
す
る
こ
と

わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
罪（
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
科
料
又
は

そ
の
両
方
）

（
ⅰ
） 

反
復
し
て
つ
き
ま
と
い
等
す
る
こ
と

凶
悪
犯
ま
た
は
粗
暴
犯
？

し
か
し
、
要
件
が
緩
や
か
な
本
条
例
の
犯
罪
類
型
の
法
定
刑
が
、
刑
法
犯
の
法
定
刑
と
重
複
す
る
ほ
ど
高
い
と
い
う
合
理
的
な
根
拠
は

見
い
だ
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
」
等
の
行
為
が
、
暴
行
、
脅
迫
罪

等
の
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
刑
法
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
。
刑
法
の
構
成
要
件
も
、
判
例
に
よ
っ
て
ゆ
る
や
か
に
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
と
え
ば
、
暴
行
罪
に
お
け
る
「
暴
行
」
概
念（

（8
（

な
ど
）。
し
た
が
っ
て
、
本
条
例
の
刑
罰
法
規

は
、
そ
れ
で
も
な
お
処
罰
で
き
な
い
場
合
に
適
用
さ
れ
う
る
が
、
果
た
し
て
、
前
記
の
高
い
法
定
刑
を
な
お
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
法
益

侵
害
性
が
あ
り
う
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

他
方
、
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
の
高
い
法
定
刑
が
一
般
予
防
の
見
地
か
ら
正
当
化
で
き
る
と
い
う
見
解
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
か
り

に
一
般
予
防
的
見
地
を
考
慮
す
る
と
す
れ
ば
、高
い
法
定
刑
に
見
合
う
よ
う
に
明
確
な
構
成
要
件
を
明
示
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

「
反
復
し
て
つ
き
ま
と
い
等
す
る
こ
と
」
は
、
凶
悪
犯
ま
た
は
粗
暴
犯
等
の
予
備
行
為
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
予
備
行
為
の
犯
罪
類
型

の
法
定
刑
が
、
果
た
し
て
既
遂
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
か
疑
問
で
あ
る（

（8
（

。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
法
定
刑
の
高
さ
と
都
道
府
県
ご
と
の
不
均
衡
は
迷
惑
防
止
条
例
自
体
の
問
題
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
参
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考
ま
で
に
、
多
く
の
適
用
事
例
が
あ
る
「
卑
わ
い
な
行
為
」
禁
止
規
定
（
全
国
四
七
都
道
府
県
に
設
置
）
の
法
定
刑
を
、
わ
い
せ
つ
物
頒

布
等
罪
お
よ
び
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

類
型
「
卑
わ
い
な
行
為
」
規
定

法
定
刑

Ａ

二
県
（
栃
木
県
、
神
奈
川
県
）
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

常
習
の
場
合
：
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

Ｂ

一
〇
都
府
県

撮
影
（
記
録
）
の
場
合
の
み
：
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

撮
影
（
記
録
）
か
つ
常
習
の
場
合
：
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

Ｃ

三
四
道
県

六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

常
習
の
場
合
：
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金

Ｄ

一
県
（
鳥
取
県
）

五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留
若
し
く
は
科
料

常
習
の
場
合
：
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金

刑
法
上
の
犯
罪

わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
罪
（
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
若
し
く
は
科
料
又
は
そ
の
両
方
）

強
制
わ
い
せ
つ
罪　
　

（
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
）

一
般
に
、「
卑
わ
い
な
行
為
」
規
制
に
は
、「
身
体
接
触
」、「
透
視
」、「
撮
影
（
記
録
）」、「
差
し
向
け
」、「
設
置
」
の
各
規
制
が
あ
る

が
、
類
型
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
は
各
類
型
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
一
律
的
に
法
定
刑
を
定
め
て
い
る
。
他
方
、
類
型
Ｂ
で
は
「
撮
影
（
記
録
）」
規
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制
の
み
を
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
し
て
重
く
処
罰
し
、
そ
れ
以
外
の
類
型
は
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は

五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
し
て
類
型
に
よ
っ
て
法
定
刑
に
差
異
を
設
け
て
い
る
。

ま
ず
、
多
く
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
法
定
刑
の
下
限
に
合
わ
せ
、
強
制
わ
い
せ
つ
行
為
に
至
ら
な
い
「
身
体
接

触
」
規
制
を
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
」
と
し
て
い
る
の
は
一
定
の
合
理
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
類
型
Ａ
の
よ

う
に
、「
身
体
接
触
」
規
制
と
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
法
定
刑
の
重
な
り
を
認
め
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

「
撮
影
（
記
録
）」
規
制
は
、
近
年
、
主
と
し
て
一
般
予
防
の
見
地
か
ら
厳
罰
化
の
傾
向
（
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
）
に
あ
る
が
、
同
規
制
を
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
罪
の
予
備
行
為
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
両

者
の
法
定
刑
の
重
な
り
を
認
め
て
い
る
点
で
そ
の
妥
当
性
に
は
疑
問
が
残
る
。

他
方
、
全
部
で
は
な
い
も
の
の
「
卑
わ
い
な
行
為
」
規
制
の
う
ち
「
差
し
向
け
」
お
よ
び
「
設
置
」
規
制
を
置
い
て
い
る
都
道
府
県
が

多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
差
し
向
け
」
お
よ
び
「
設
置
」
行
為
は
、「
撮
影
（
記
録
）」
行
為
の
未
遂
な
い
し
予
備
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
類
型
を
一
律
に
処
罰
し
て
い
る
類
型
Ａ
お
よ
び
Ｃ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
（
な
お
、
現
時
点
で
鳥
取
県
に
同
規

定
は
存
在
し
な
い
）。

以
上
、
嫌
が
ら
せ
行
為
規
制
や
「
卑
わ
い
な
行
為
」
規
制
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
、
迷
惑
防
止
条
例
に
お
い
て
は
厳
罰
化
傾
向
が

み
ら
れ
る
が
、
そ
の
処
罰
の
不
均
衡
や
刑
法
な
ど
の
他
の
刑
罰
法
規
と
の
不
整
合
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
刑
法
な
ど
の
犯
罪
類
型

と
、
従
来
積
み
上
げ
て
き
た
判
例
実
務
と
の
混
乱
を
招
き
、
ひ
い
て
は
本
条
例
の
犯
罪
類
型
と
の
矛
盾
を
拡
大
さ
せ
か
ね
な
い
問
題
性
を

秘
め
て
い
る
。
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（
３
）
手
続
法
の
観
点

こ
こ
ま
で
、
主
と
し
て
実
体
法
的
観
点
か
ら
、
嫌
が
ら
せ
行
為
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
手
続
法
の
観
点
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
評
価
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
す
で
に
み
た
実
体
法
上
の
問
題
点
に
よ
っ
て
、
捜
査
の
範
囲
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
く
に
、
検
挙
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
が
個
々
の
警
察
官
等
に
任
せ
ら
れ
る
結
果
、
恣
意
的
な
検
挙
も
全
く
不
可
能
で
は
な
い
。
禁
止
さ
れ
る
嫌
が
ら
せ
行
為

が
非
親
告
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
懸
念
は
強
く
な
る
。

裁
判
時
に
お
け
る
事
実
認
定
に
も
、
問
題
が
存
す
る
。
第
一
に
、
目
的
要
件
の
認
定
が
問
題
と
な
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
い
う
「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
①
被
害
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
被
害
に
あ
っ
て
い

る
か
を
確
認
し
、
②
ス
ト
ー
カ
ー
が
特
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
被
害
者
と
当
該
ス
ト
ー
カ
ー
の
人
間
関
係
（
た
と
え
ば
、
別
れ
た
恋

人
で
あ
る
と
か
、
交
際
を
申
し
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
）
か
ら
「
恋
愛
感
情
等
充
足
目
的
」
を
認
定
し
、
他
方
、
❷
ス
ト
ー
カ
ー
が

特
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
行
為
の
態
様
（
た
と
え
ば
、
か
か
っ
て
く
る
電
話
の
内
容
、
送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル
や
手
紙
の
内
容
か
ら
認

定
し
、
③
そ
れ
で
も
判
断
で
き
な
い
場
合
は
直
接
ス
ト
ー
カ
ー
本
人
か
ら
そ
の
動
機
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り（

（8
（

、
実

際
の
裁
判
例
を
み
て
も
、
こ
の
よ
う
な
判
断
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。

し
た
が
っ
て
、
嫌
が
ら
せ
行
為
の
「
悪
意
の
感
情
等
充
足
目
的
」
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
に
、
被
害
者
が
受
け
た
被
害
、
行
為
者
と

被
害
者
と
の
人
間
関
係
、
行
為
の
態
様
、
行
為
者
の
供
述
等
を
総
合
的
に
評
価
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
目
的
要
件
の
認
定
、

と
り
わ
け
「
悪
意
」
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
自
白
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
と
の
意
見
も
あ
る
が（

（8
（

、
自
白
を
活
用
し
な
く
と
も
─
─
目
的

要
件
が
よ
く
争
わ
れ
る
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
と
同
様
に
─
─
間
接
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
行
為
者
が
現
に
抱
い

て
い
た
主
観
の
立
証
と
い
う
よ
り
も
、
行
為
者
の
人
格
や
属
性
な
ど
が
問
題
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
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第
二
に
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
都
道
府
県
迷
惑
防
止
条
例
の
中
に
は
、「
正
当
な
理
由
」
が
な
い
こ
と
を
、
嫌
が
ら
せ
行
為
の
要
件
と

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
「
正
当
な
理
由
」
の
判
断
方
法
に
も
問
題
が
存
す
る
。

た
と
え
ば
、
軽
犯
罪
法
の
凶
器
携
帯
罪
に
お
け
る
「
正
当
な
理
由
」
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
、
最
判
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
刑

集
六
三
巻
三
号
二
六
五
頁
は
、「
思
う
に
、
本
号
に
い
う
『
正
当
な
理
由
』
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
本
号
所
定
の
器
具
を
隠
匿
携
帯
す
る
こ

と
が
、
職
務
上
又
は
日
常
生
活
上
の
必
要
性
か
ら
、
社
会
通
念
上
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
い
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、

当
該
器
具
の
用
途
や
形
状
・
性
能
、
隠
匿
携
帯
し
た
者
の
職
業
や
日
常
生
活
と
の
関
係
、
隠
匿
携
帯
の
日
時
・
場
所
、
態
様
及
び
周
囲
の

状
況
等
の
客
観
的
要
素
と
、
隠
匿
携
帯
の
動
機
、
目
的
、
認
識
等
の
主
観
的
要
素
と
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ

る
」
と
し
た
。

し
か
し
、
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に（

（9
（

、
携
帯
と
い
う
き
わ
め
て
中
立
的
な
行
為
を
規
制
対
象
と
し
つ
つ
、
上
記
の
よ
う
な
判
断
方

法
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
思
想
や
人
格
、
あ
る
い
は
生
活
習
慣
な
ど
よ
っ
て
、
携
帯
の
「
正
当
な
理
由
」
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
嫌
が
ら
せ
行
為
に
即
し
て
い
え
ば
、
と
く
に
「
つ
き
ま
と
い
等
」（
と
く
に
、
う
ろ
つ
く
行
為
）
と
い
っ
た
価
値
中
立
的

な
行
為
で
問
題
と
な
り
え
よ
う
。

第
三
に
、「
不
安
方
法
」
の
認
定
も
問
題
と
な
る
。
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
お
け
る
「
不
安
方
法
」
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
通
常
一
般
人

を
し
て
通
常
「
不
安
を
覚
え
さ
せ
」
る
か
否
か
で
は
な
く
、
被
害
者
と
な
っ
た
者
を
し
て
通
常
「
不
安
を
覚
え
さ
せ
」
る
か
否
か
に
よ
り

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、か
り
に
通
常
一
般
人
が
当
該
行
為
を
受
け
た
場
合
は
不
安
を
覚
え
な
い
方
法
で
あ
っ
て
も
、

行
為
者
と
被
害
者
の
人
的
関
係
、
行
為
の
具
体
的
態
様
、
同
種
行
為
の
回
数
や
頻
度
、
更
に
は
警
察
に
よ
る
警
告
や
禁
止
命
令
等
の
先
後

関
係
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
被
害
者
と
な
っ
た
者
に
と
っ
て
通
常
「
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
こ

れ
に
該
当
す
る
と
さ
れ
る（

（9
（

。
そ
し
て
、
実
際
に
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
裁
判
例
で
は
、「
不
安
方
法
」
の
認
定
に
際
し
て
、
被
害
者
の
主
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観
が
大
き
な
判
断
要
素
と
な
っ
て
い
る（

（9
（

。

こ
の
よ
う
な
「
不
安
方
法
」
の
認
定
手
法
の
問
題
点
は
、
嫌
が
ら
せ
行
為
に
つ
い
て
も
決
し
て
杞
憂
で
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
４
）
濫
用
の
防
止
に
つ
い
て

近
時
改
正
さ
れ
た
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
で
は
、
そ
の
広
範
な
規
制
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、「
本
条
の
規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て

は
、
都
民
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
、
そ
の
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
他
の
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
濫
用
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
留
意
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
法
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
濫
用
防
止
規
定
を
設
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
実
際
に
濫
用
を
防
止
で
き
る
は
ず
も
な
い
こ
と
は
自

明
の
理
で
あ
る
し
、
上
記
の
濫
用
防
止
規
定
の
内
容
も
抽
象
的
で
あ
る（

（9
（

。

ま
た
、「
市
民
的
安
全
の
擁
護
」
の
名
の
下
に
制
定
さ
れ
た
迷
惑
防
止
条
例
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
秩
序
の
実
力
的
貫
徹
を
基
本
的
役
割

と
す
る
政
治
的
治
安
立
法
に
対
置
し
て
、
市
民
的
治
安
立
法
と
い
う
評
価
も
あ
る（

（9
（

。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
は
政
治
的
関
心
か
ら
な
さ

れ
る
処
罰
が
、
市
民
刑
法
的
装
い
を
保
ち
な
が
ら
「
個
人
的
法
益
の
侵
害
」
に
引
き
つ
け
て
説
明
さ
れ
る
危
険
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
立
川
反
戦
ビ
ラ
事
件
に
お
い
て
、
最
判
平
成
二
〇
年
四
月
十
一
日
刑
集
六
二
巻
五
号
一
二
一
七
頁
は
、「
表
現
の

自
由
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
特
に
重
要
な
権
利
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
被
告
人
ら
に
よ
る
そ
の
政
治
的
意
見
を
記

載
し
た
ビ
ラ
の
配
布
は
、
表
現
の
自
由
の
行
使
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
憲
法
二
一
条
一
項
も
、
表
現
の
自
由
を
絶
対

無
制
限
に
保
障
し
た
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
福
祉
の
た
め
必
要
か
つ
合
理
的
な
制
限
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
思
想
を
外

部
に
発
表
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
手
段
が
他
人
の
権
利
を
不
当
に
害
す
る
よ
う
な
も
の
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
と
し
た
う
え
で
、
本
件
に
お
い
て
は
「
表
現
そ
の
も
の
」
で
は
な
く
、「
表
現
の
手
段
」（
ビ
ラ
の
配
布
と
い
う
表
現
の
た
め
に
「
人
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の
看
守
す
る
邸
宅
」
に
管
理
権
者
の
承
諾
な
く
立
ち
入
っ
た
こ
と
）
の
憲
法
適
合
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
し
た
。

こ
の
判
示
に
対
し
て
は
、「
表
現
規
制
」（
思
想
処
罰
）
が
、
他
の
ビ
ラ
配
り
と
同
様
の
─
─
そ
れ
ゆ
え
思
想
的
に
は
中
立
の
─
─
「
行

為
規
制
」
に
矮
小
化
さ
れ
た
と
の
指
摘
も
存
す
る（

（9
（

。
迷
惑
防
止
条
例
の
嫌
が
ら
せ
行
為
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
、「
表
現
の
手
段
」
が
「
不
快

な
表
現
行
為
」
と
し
て
取
締
り
の
対
象
に
な
る
危
険
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
表
現
規
制
」
な
い
し
「
思
想
規
制
」
と
い
う
き

わ
め
て
政
治
的
な
問
題
が
、
私
人
間
の
「
迷
惑
行
為
」
と
い
う
形
式
で
─
─
い
わ
ば
そ
の
政
治
的
な
色
彩
を
薄
め
ら
れ
て
─
─
規
制
さ
れ

る
危
険
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
迷
惑
行
為
」
の
防
止
と
い
う
「
行
為
規
制
」
の
形
式
に
、「
思
想
規
制
」
が
含
め
ら
れ
る
危
険
性
は
い

く
ら
強
調
し
て
も
し
た
り
な
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
か
り
に
、
市
民
的
治
安
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
迷
惑
防
止
条
例
が
、
政
治
的
治
安
法
と
し
て
解
釈
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
す
れ
ば（

（9
（

、
近
年
の
刑
事
法
を
取
り
巻
く
状
況
が
質
的
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
こ
と
に
な
ろ
う（

（9
（

。

４
．
お
わ
り
に

以
上
、迷
惑
防
止
条
例
の
中
で
も
よ
り
問
題
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
は
、
①
文
言
の
不
明
確
性
に
加
え
、
②
「
悪
意
の
感
情
等
」
の
相
手
方
と
具
体
的
行
為
の
相
手
方
と
の
差
異
、
③
社

会
的
法
益
に
関
す
る
罪
と
し
て
の
緩
や
か
な
解
釈
運
用
、
④
法
定
刑
の
高
さ
と
そ
の
正
当
性
、
と
り
わ
け
刑
法
お
よ
び
軽
犯
罪
法
と
の
関

係
、
⑤
捜
査
範
囲
の
拡
大
・
拡
充
、
⑥
人
格
な
い
し
思
想
処
罰
の
危
険
性
、
⑦
被
害
者
の
不
安
感
か
ら
み
た
緩
や
か
な
解
釈
お
よ
び
事
実

認
定
と
い
う
観
点
で
、
濫
用
の
お
そ
れ
は
払
し
ょ
く
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
結
論
に
対
し
て
は
、「
限
定
解
釈
」
で
当
該
刑
罰
法
規
の
合
憲
性
・
適
正
性
が
担
保
さ
れ
う
る
と
の
意
見
も
あ
り
え
よ
う
。
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し
か
し
、「
迷
惑
行
為
」
と
い
う
─
─
そ
の
性
質
上
、
日
常
生
活
に
近
接
し
た
─
─
曖
昧
な
も
の
を
規
制
す
る
迷
惑
防
止
条
例
そ
れ
自
体

に
、
解
釈
を
「
限
定
」
す
る
よ
う
な
契
機
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
や
は
り
「
限
定
解
釈
」
で
正
当
化
で
き
る
範
囲

を
超
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
合
憲
性
に
は
疑
義
が
あ
る（

（9
（

。

本
稿
で
は
、
専
ら
迷
惑
防
止
条
例
に
お
け
る
嫌
が
ら
せ
行
為
規
定
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
き
た
が
、
今
後
と
も
、
そ
の
他
の
犯
罪
類

型
も
含
め
て
、
い
ま
い
ち
ど
刑
事
法
の
基
本
原
則
の
観
点
か
ら
迷
惑
防
止
条
例
の
諸
規
定
を
見
直
し
、
そ
の
運
用
解
釈
を
注
視
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
い
え
よ
う
。
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都道府県 最近改正
嫌がらせ
行為の
禁止

1 北海道 平成29年 3 月31日 9 条の 3

2 青森県 平成26年12月15日 7 条

3 岩手県 平成26年 3 月28日 9 条

4 宮城県 平成29年10月 6 日 12条

5 秋田県 平成28年 3 月 8 日 5 条

6 山形県 平成24年 3 月21日 9 条

7 福島県 平成29年 7 月11日 7 条

8 茨城県 平成29年 6 月26日 5 条

9 栃木県 平成29年12月21日 7 条

10 群馬県 平成28年 3 月29日 9 条の 3

11 埼玉県 平成29年10月17日 10条

12 千葉県 平成27年12月25日 11条

13 東京都 平成30年 3 月30日 5 条の 2

14 神奈川県 平成28年12月27日 11条

15 新潟県 平成29年 7 月21日 6 条

16 富山県 平成29年 6 月28日 4 条

17 石川県 平成27年12月24日 12条

18 福井県 平成29年10月 3 日 4 条

19 山梨県 平成27年12月25日 なし

20 長野県 平成20年 3 月24日 なし

21 岐阜県 平成29年 3 月28日 4 条

22 静岡県 平成27年12月25日 4 条

23 愛知県 平成27年12月22日 なし

24 三重県 平成29年10月17日 9 条

25 滋賀県 平成28年10月20日 4 条

26 京都府 平成26年 3 月14日 6 条

27 大阪府 平成29年 6 月14日 10条

28 兵庫県 平成29年 3 月 6 日 10条の 2

29 奈良県 平成28年 5 月24日 10条・11条

30 和歌山県 平成29年 3 月23日 11条

都道府県 最近改正
嫌がらせ
行為の
禁止

31 鳥取県 平成27年11月 4 日 なし

32 島根県 平成29年12月22日 13条

33 岡山県 平成29年 7 月 4 日 4 条

34 広島県 平成27年12月22日 4 条

35 山口県 平成27年10月13日 なし

36 徳島県 平成30年 3 月20日 13条

37 香川県 平成28年 7 月12日 11条

38 愛媛県 平成27年12月18日 12条

39 高知県 平成29年 3 月24日 11条

40 福岡県 平成27年12月25日 8 条

41 佐賀県 平成29年12月19日 10条

42 長崎県 平成27年12月22日 なし

43 熊本県 平成30年 3 月23日 6 条

44 大分県 平成30年 3 月30日 10条

45 宮崎県 平成28年12月14日 5 条

46 鹿児島県 平成29年 3 月24日 4 条

47 沖縄県 平成28年12月28日 なし
（都道府県の並びは、総務省の都道府県コー
ドによる）
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（
１
）	

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
『
平
成
二
十
九
年
版
犯
罪
白
書
』
参
照
。

（
2
）	
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
全
国
展
開
プ
ラ
ン
」（
平
成
十
七
年
六
月
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
・
都
市

再
生
本
部
合
同
会
議
決
定
）
な
ど
参
照
。

（
3
）	

「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
閣
議
決
定
）
七
頁
参
照
。

（
4
）	

都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
で
は
、
同
規
定
を
「
嫌
が
ら
せ
行
為
の
禁
止
」
と
表
記
す
る
も
の
と
、「
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
禁
止
」
な
い
し

「
つ
き
ま
と
い
等
の
禁
止
」
と
表
記
す
る
も
の
に
大
き
く
分
か
れ
る
（
奈
良
県
は
両
者
を
併
存
さ
せ
て
い
る
。
一
〇
条
お
よ
び
一
一
条
）。
前

者
の
表
記
が
相
対
的
に
多
い
こ
と
に
加
え
、難
波
正
樹
「
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
六
三
巻
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）

六
十
頁
も
「
嫌
が
ら
せ
行
為
の
禁
止
」
と
表
記
し
て
い
る
た
め
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
も
そ
れ
に
従
う
。

（
5
）	

佐
伯
千
仭
「
迷
惑
防
止
条
例
」
立
命
館
法
学
五
十
三
号
（
一
九
六
四
年
）
九
頁
以
下
。

（
6
）	

中
山
研
一
は
、
と
く
に
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
以
降
、
酔
っ
払
い
防
止
法
、
迷
惑
防
止
条
例
な
ど
の
中
に
、
治
安
的
観
点
か
ら
の
き
め

こ
ま
か
い
配
慮
に
よ
っ
て
警
察
権
を
市
民
の
日
常
生
活
の
末
端
ま
で
浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
「
機

能
的
治
安
法
」
と
呼
ぶ
（
同
『
現
代
社
会
と
治
安
法
』（
一
九
七
〇
年
）
一
四
五
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
田
博
文
は
こ
れ
ら
の
刑
罰
法
規

の
役
割
は
「
市
民
的
秩
序
の
『
実
力
的
』
貫
徹
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
政
治
的
秩
序
の
「
実
力
的
」
貫
徹
を
基
本
的
役
割
と
す

る
「
政
治
的
」
治
安
立
法
と
対
置
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
「
市
民
的
」
治
安
立
法
と
呼
ぶ
。
内
田
博
文
「
戦
後
の
わ
が
国
に
お

け
る
近
代
刑
法
史
研
究
（
四
）」
神
戸
学
院
法
学
十
巻
三
号
（
一
九
七
九
年
）
七
頁
註
（
２
）
参
照
。

（
7
）	

た
と
え
ば
、
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
「
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
改
正
に
反
対
す
る
意
見
書
」（
二
〇
一
八
年
三
月
）
な
ど
参
照
。

（
8
）	

迷
惑
防
止
条
例
に
関
す
る
先
行
研
究
（
判
例
評
釈
等
は
除
く
）
と
し
て
、佐
伯
・
前
掲
註
（
５
）
1
頁
以
下
、難
波
・
前
掲
註
（
４
）
四
十
六
頁
以
下
、

安
富
潔
「
特
別
刑
法
の
諸
問
題
・
第
四
回
迷
惑
防
止
条
例
」
捜
査
研
究
六
一
〇
号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
十
四
頁
以
下
、
合
田
悦
三
「
い
わ
ゆ

る
迷
惑
防
止
条
例
に
つ
い
て
」
小
林
充
・
佐
藤
文
哉
古
稀
祝
賀
刑
事
裁
判
論
集
上
巻
（
二
〇
〇
六
年
）
五
一
〇
頁
以
下
な
ど
。

（
9
）	

各
都
道
府
県
の
迷
惑
防
止
条
例
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
全
国
知
事
会
Ｈ
Ｐ
の
「
都
道
府
県
例
規
集
」〔http://w

w
w

.nga.gr.jp/pref_info/
ruletop.htm

l

〕
か
ら
、各
都
道
府
県
の
例
規
集
に
ア
ク
セ
ス
し
て
入
手
し
た
。
も
っ
と
も
、最
新
の
改
正
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ

た
た
め
、
適
宜
、
警
察
本
部
等
の
Ｈ
Ｐ
の
情
報
も
参
考
に
し
た
。
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（
10
）	

平
野
龍
一
ほ
か
「
座
談
会
・
ぐ
れ
ん
隊
防
止
条
例
─
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
ジ
ュ
リ

二
六
一
号
十
頁
参
照
。
迷
惑
防
止
条
例
一
般
の
制
定
経
緯
に
つ
い
て
は
、
難
波
・
前
掲
註
（
４
）
四
十
七
頁
以
下
、
合
田
・
前
掲
註
（
８
）

五
一
一
頁
以
下
、
佐
伯
・
前
掲
註
（
５
）
な
ど
参
照
。

（
11
）	
榧
野
敏
雄
・
原
田
達
夫「
い
わ
ゆ
る『
ぐ
れ
ん
隊
防
止
条
例
』施
行
一
年
を
か
え
り
み
て
」警
研
三
十
五
巻
一
号
一
巻（
一
九
六
四
年
）一
〇
一
頁
。

（
12
）	
難
波
・
前
掲
註
（
４
）
四
十
九
頁
参
照
。

（
13
）	

警
察
庁
刑
事
局
捜
査
支
援
分
析
管
理
官
「
犯
罪
統
計
資
料
平
成
二
十
九
年
一
～
十
二
月
分
【
確
定
値
】」
の
「
第
十
一
表　

特
別
法
犯 

主
要
法

令
別 
検
挙
件
数
・
人
員 

対
前
年
比
較
」
参
照
〔http://w

w
w

.npa.go.jp/publications/statistics/sousa/statistics.htm
l

〕。
も
っ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、迷
惑
防
止
条
例（
当
時
は「
ぐ
れ
ん
隊
防
止
条
例
」）が
施
行
さ
れ
た
制
定
直
後
か
ら
で
あ
り
、東
京
都
で
は
一
九
六
三（
昭

和
三
十
八
）
年
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
軽
犯
罪
法
と
ほ
ぼ
同
数
の
人
員
が
検
挙
さ
れ
、
そ
の
他
の
府
県
で
は
軽
犯
罪
法
違
反
の
二
倍
な

い
し
三
倍
の
検
挙
を
み
て
い
る
と
こ
ろ
さ
え
み
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
榧
野
・
原
田
・
前
掲
註
（
11
）
一
〇
三
頁
。

（
14
）	

迷
惑
防
止
条
例
の
目
的
規
定
の
内
容
を
俯
瞰
す
る
も
の
と
し
て
、
合
田
・
前
掲
註
（
８
）
五
三
〇
頁
以
下
参
照
（
た
だ
し
二
〇
〇
六
年
の
執

筆
当
時
の
も
の
）。

（
15
）	

合
田
・
前
掲
註
（
８
）
五
一
七
頁
以
下
、
五
一
九
頁
。

（
16
）	

難
波
・
前
掲
註
（
４
）
五
十
二
頁
。

（
17
）	

杉
本
一
敏「
い
わ
ゆ
る
迷
惑
防
止
条
例
に
お
け
る『
卑
わ
い
な
言
動
』の
罪
」刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
十
五
号（
二
〇
〇
九
年
）一
三
六
頁
以
下（
最

決
平
成
二
十
年
十
一
月
十
日
公
刊
判
例
集
未
登
載
の
判
例
評
釈
）。

（
18
）	

金
井
貴
義
「
い
わ
ゆ
る
『
迷
惑
防
止
条
例
』
等
改
正
の
概
要
と
施
行
状
況
に
つ
い
て
」
捜
査
研
究
六
五
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
十
八
頁
。

（
19
）	

葉
上
太
郎
「
時
代
を
映
す
『
迷
惑
防
止
条
例
』」
法
令
解
説
資
料
総
覧
二
三
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
六
頁
。

（
20
）	

葉
上
・
前
掲
註
（
19
）
一
〇
五
頁
以
下
。

（
21
）	

葉
上
・
前
掲
註
（
19
）
一
〇
五
頁
。

（
22
）	

難
波
・
前
掲
註
（
４
）
五
十
五
頁
。

（
23
）	

難
波
・
前
掲
註
（
４
）
五
十
四
頁
。
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（
24
）	

難
波
・
前
掲
註
（
４
）
六
十
一
頁

（
25
）	
難
波
・
前
掲
註
（
４
）
五
十
六
頁
以
下
、
金
井
・
前
掲
註
（
18
）
十
九
頁
以
下
。

（
26
）	
難
波
・
前
掲
註
（
４
）
五
十
七
頁
以
下
、
金
井
・
前
掲
註
（
18
）
二
十
二
頁
以
下
。

（
27
）	

葉
上
・
前
掲
註
（
19
）
一
〇
二
頁
以
下
。

（
28
）	

警
察
庁
・
後
掲
註
（
29
）
参
照
。

（
29
）	

警
察
庁
「
平
成
二
十
年
の
犯
罪
」、「
平
成
二
十
四
年
の
犯
罪
」、「
平
成
二
十
八
年
の
犯
罪
」
の
「
六
十
四　

年
次
別　

迷
惑
防
止
条
例
違
反

の
行
為
別　

送
致
件
数
及
び
送
致
人
員
」
を
集
計
。

（
30
）	

警
視
庁「
警
視
庁
の
統
計
」（
平
成
十
九
年
～
平
成
二
十
八
年
）の「
第
六
十
七
表　

迷
惑
防
止
条
例
違
反
の
送
致
状
況
」（
平
成
十
九
年
の
み「
第

六
十
六
表
」）
を
集
計
。

（
31
）	

こ
の
よ
う
な
目
的
規
定
に
よ
る
限
定
が
な
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
当
時
の
各
都
道
府
県
警
察
が
受
理
し
た
つ
き
ま
と
い
行
為
に
係
る
相
談

事
案
の
う
ち
、
動
機
が
判
明
し
て
い
る
事
案
六
六
九
件
中
、
交
際
希
望
又
は
性
的
な
関
心
を
理
由
と
す
る
も
の
が
五
九
〇
件
（
八
八
・
二
％
）

で
あ
り
、
実
態
と
し
て
恋
愛
感
情
等
に
基
因
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
国
民
に
対
す
る
規
制
の
範
囲
を
最
小
限
に
し
、

マ
ス
コ
ミ
活
動
、組
合
活
動
等
が
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
檜
垣
重
臣『
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
解
説〔
改

訂
版
〕』（
立
花
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
十
三
頁
。

（
32
）	

警
視
庁
解
説
・
後
掲
註
（
37
）
四
頁
、
大
阪
府
警
例
規
・
後
掲
註
（
37
）
十
一
頁
、
岡
山
県
警
解
説
・
後
掲
註
（
37
）
三
十
一
頁
な
ど
。

（
33
）	

櫻
庭
総
・
大
場
史
朗
「
法
益
関
連
性
な
き
目
的
犯
─
価
値
中
立
的
目
的
犯
と
そ
の
実
体
法
、
手
続
法
上
の
問
題
点
─
」
山
口
経
済
学
雑
誌

六
十
六
巻
六
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
〇
九
頁
以
下
。

（
34
）	

櫻
庭
・
大
場
・
前
掲
註
（
33
）
一
二
七
頁
以
下
。

（
35
）	

た
と
え
ば
、金
澤
真
理
「
刑
法
の
基
本
理
念
か
ら
見
た
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
」
法
と
民
主
主
義
四
八
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
十
一
頁
以
下
は
「
ス

ト
ー
カ
ー
と
し
て
規
制
対
象
と
な
る
行
為
は
、
…
…
刑
法
規
定
中
の
人
身
に
対
す
る
犯
罪
に
至
ら
な
い
軽
微
な
行
為
が
含
ま
れ
る
。
…
…
例

え
ば
、
当
初
問
題
な
く
メ
ー
ル
の
交
換
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
関
係
が
険
悪
に
な
り
、
直
進
拒
否
の
状
態
に
な
っ
た
と
た
ん
、
間
を
置
か
な

い
メ
ー
ル
発
信
が
『
複
数
』
回
続
け
ば
、
即
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
し
て
処
罰
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
が
、
一
般
国
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
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か
…
…
疑
問
で
あ
る
。
日
常
的
で
あ
り
ふ
れ
た
行
為
の
ひ
と
こ
ま
と
、
処
罰
さ
れ
得
る
犯
罪
行
為
と
が
あ
ま
り
に
接
近
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
す
る
。

（
36
）	

櫻
庭
・
大
場
・
前
掲
註
（
33
）
一
三
三
頁
以
下
。

（
37
）	
情
報
開
示
請
求
等
に
よ
っ
て
入
手
し
得
た
警
視
庁
生
活
安
全
総
務
課
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室
「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行

為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
解
説　

第
五
条
の
二　

つ
き
ま
と
い
行
為
等
（
平
成
三
十
年
七
月
一
日
施
行
）」（
平
成
三
十
年
五

月
二
十
三
日
）、「『
大
阪
府
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
』
の
全

部
改
正
に
つ
い
て
」（
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
例
規
（
生
総
・
保
・
刑
総
・
捜
四
）
第
一
一
一
号
、
最
近
改
正
／
平
成
二
十
九
年
六
月

三
十
日
例
規
（
生
総
）
第
七
十
号
）、
岡
山
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
課
「
岡
山
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
解
説
（
平
成
二
十
九
年
八

月
）」、
福
島
県
警
察
本
部
「
福
島
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
の
解
説
（
平
成
二
十
九
年
改
訂
版
）」（
平
成
二
十
九
年
七
月
）、
千
葉
県
警
察
生

活
安
全
部
「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
解
説
」、
北
海
道
警
察
本
部
子
供
・
女
性
安
全
対
策

課
／
警
察
本
部
保
安
課
「『
北
海
道
迷
惑
行
為
防
止
条
例
』
逐
条
解
説
（
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
施
行
改
正
版
）」（
道
本
安
対
第
二
二
九

号
・
道
本
保
第
二
七
二
号
・
平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
）、
熊
本
県
警
察
本
部
生
活
環
境
課
「
熊
本
県
迷
惑
行
為
等
防
止
条
例
解
説
」（
平

成
三
十
年
七
月
）、
栃
木
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
安
全
企
画
課
「
栃
木
県
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る

条
例
逐
条
解
説
」（
平
成
三
十
年
三
月
）、
宮
城
県
警
察
本
部
生
活
環
境
課
「
改
正
迷
防
条
例
の
解
説
」（
平
成
二
十
七
年
四
月
）、
宮
城
県
警

察
本
部
生
活
安
全
部
県
民
安
全
対
策
課
「
迷
惑
行
為
防
止
条
例
逐
条
解
説
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
施
行
改
正
版
）」（
平
成
二
十
九
年

十
一
月
二
十
九
日
）
参
照
。
な
お
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
条
文
解
釈
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
警
察
庁
「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
等
の
解
釈
及
び
運
用
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て（
通
達
）」（
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六
日
付
け
警
察
庁
丙
生
企
第
六
十
三
号
、

警
察
庁
生
活
安
全
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
警
察
の
長
宛
て
）
が
あ
る
。

（
38
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
八
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
一
頁
な
ど
。
ま
た
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
十
四
頁
も
参
照
。

（
39
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
五
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
40
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
41
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。
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（
42
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
七
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
43
）	
前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
44
）	
前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
45
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
46
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
六
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
二
頁
も
参
照
。

（
47
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
七
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
な
ど
。

（
48
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
七
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
49
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
七
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。

（
50
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
八
頁
、
岡
山
県
警
解
説
・
前
掲
註
（
37
）
三
十
三
頁
な
ど
。

（
51
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
八
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
二
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）

十
五
・
十
六
頁
も
参
照
。

（
52
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
八
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
三
頁
な
ど
。
な
お
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
十
六
頁
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
が
よ
く

ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
掲
示
板
に
当
該
事
項
の
書
き
込
み
を
行
う
こ
と
な
ど
が
該
当
す
る
と
さ
れ
る
。

（
53
）	

前
掲
註
（
37
）
岡
山
県
警
解
説
三
十
四
頁
な
ど
。

（
54
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
四
頁
な
ど
。

（
55
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
九
頁
、大
阪
府
警
例
規
八
頁
な
ど
。
ま
た
、警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
、檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
十
七
頁
も
参
照
。

（
56
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
な
ど
。

（
57
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
九
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
も
参
照
。

（
58
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
九
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
五
頁
な
ど
。
ま
た
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
十
八
頁
も
参
照
。

（
59
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
も
参
照
。

（
60
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
九
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
二
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
も
参
照
。

（
61
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
・
十
二
頁
な
ど
。
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（
62
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
頁
、
大
阪
府
警
例
規
・
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
も
参
照
。

（
63
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
頁
、
大
阪
府
警
例
規
・
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
十
八
頁
、

東
京
高
判
平
成
十
五
年
三
月
五
日
判
時
一
八
六
〇
号
一
五
四
頁
も
参
照
。

（
64
）	
前
掲
註
（
37
）
岡
山
県
警
解
説
三
十
五
頁
な
ど
。

（
65
）	
前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
一
頁
、
大
阪
府
警
例
規
・
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
三
・
四
頁
も
参
照
。

（
66
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
・
十
三
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
四
頁
も
参
照
。

（
67
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
二
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
四
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
四
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）

十
九
頁
も
参
照
。

（
68
）	

前
掲
註
（
37
）
岡
山
県
警
解
説
三
十
七
頁
な
ど
。

（
69
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
二
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
四
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
四
頁
も
参
照
。

（
70
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
三
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
四
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
四
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）

十
九
頁
も
参
照
。

（
71
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
四
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
四
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
五
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）

二
十
頁
も
参
照
。

（
72
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
四
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
七
頁
な
ど
。
ま
た
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
二
十
頁
も
参
照
。

（
73
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
十
四
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
四
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
五
頁
も
参
照
。

（
74
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
四
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
一
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
二
頁
も
参
照
。

（
75
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
一
頁
、
北
海
道
警
解
説
五
十
四
頁
、
千
葉
県
警
解
説
五
十
八
頁
な
ど
。

（
76
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
一
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
五
頁
、
檜
垣
・
前
掲
註
（
31
）
二
十
二
頁
、
最
決
平
成

十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
刑
集
五
十
九
巻
九
号
一
八
一
九
頁
も
参
照
。

（
77
）	

前
掲
註
（
37
）
警
視
庁
解
説
四
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
一
頁
、
岡
山
県
警
解
説
三
十
二
頁
な
ど
。
ま
た
、
警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
五
頁
、
檜
垣
・

前
掲
註
（
31
）
二
十
三
頁
も
参
照
。
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（
78
）	

前
掲
註
（
37
）
大
阪
府
警
例
規
十
六
頁
な
ど
。

（
79
）	
前
掲
註
（
37
）
岡
山
県
警
解
説
七
十
三
頁
、
大
阪
府
警
例
規
十
六
・
十
七
頁
な
ど
。

（
80
）	
四
條
北
斗「
ス
ト
ー
キ
ン
グ
に
対
す
る
構
成
要
件
の
正
当
化
な
い
し
正
統
化
に
つ
い
て
」東
北
学
院
法
学
七
十
五
号（
二
〇
一
四
年
）一
四
〇
頁
、

瀬
川
晃
「
ス
ト
ー
キ
ン
グ
と
刑
事
規
制
」
産
大
法
学
三
十
四
巻
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
七
頁
な
ど
。

（
81
）	

田
中
成
明
『
法
学
入
門
（
新
版
）』（
二
〇
一
六
年
）
八
〇
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
82
）	

高
橋
直
哉
「
犯
罪
化
論
の
試
み
」
法
学
新
報
一
二
一
巻
十
一
＝
十
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
七
頁
。
ま
た
、
田
中
久
美
「
不
快
な
行
為
の
法
的

規
制
─
社
会
的
迷
惑
行
為
を
題
材
に
し
て
─
」
龍
谷
大
学
大
学
院
法
学
研
究
一
〇
巻
（
二
〇
〇
八
年
）
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
83
）	

佐
伯
・
前
掲
註
（
５
）
九
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
84
）	

犯
罪
類
型
の
法
益
侵
害
性
が
「
名
目
的
」
な
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
処
罰
は
行
為
者
の
人
格
な
い
し
属
性
に
よ
る
処
罰
に
近
づ
く

こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
深
町
晋
也
「
路
上
喫
煙
条
例
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
と
刑
罰
論
：
刑
事
立
法
学
序
説
」
立
教
法
学
七
十
九

号
（
二
〇
一
〇
年
）
八
十
五
頁
以
下
、
同
「
児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
規
制
に
つ
い
て
─
刑
事
立
法
学
に
よ
る
点
検
・
整
備
」
町
野
朔
古
稀

記
念
上
巻
（
二
〇
一
四
年
）
四
八
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
85
）	

た
と
え
ば
、
音
響
に
よ
る
「
暴
行
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
最
判
昭
和
二
十
九
年
八
月
二
十
日
刑
集
八
巻
八
号
一
二
七
七
頁
、
ま
た
非

接
触
型
の
「
暴
行
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
最
決
昭
和
三
十
九
年
一
月
二
十
八
日
刑
集
十
八
巻
一
号
三
十
一
頁
な
ど
参
照
。

（
86
）	

た
と
え
ば
、
殺
人
予
備
罪
（
二
〇
一
条
）
の
法
定
刑
は
「
二
年
以
下
の
懲
役
」（
殺
人
罪
は
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
懲
役
）、

強
盗
予
備
罪
（
二
三
七
条
）
の
法
定
刑
は
「
二
年
以
下
の
懲
役
」（
強
盗
罪
は
五
年
以
上
の
懲
役
）
と
な
っ
て
お
り
、
既
遂
罪
と
予
備
罪
の
法

定
刑
に
は
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。

（
87
）	

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
研
究
会
『
わ
か
り
や
す
い
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
』（
二
〇
〇
二
年
）
十
六
頁

（
88
）	

た
と
え
ば
、
神
戸
地
判
平
成
十
九
年
七
月
三
日
公
刊
判
例
集
未
登
載
な
ど
参
照
。
櫻
庭
・
大
場
・
前
掲
註
（
33
）
一
三
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
89
）	

た
と
え
ば
、
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
・
前
掲
註
（
７
）
な
ど
参
照
。

（
90
）	

拙
稿
「
軽
犯
罪
法
一
条
二
号
に
い
う
『
正
当
な
理
由
』
の
判
断
方
法
」
久
留
米
大
学
法
学
六
十
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
七
十
五
頁
以
下
。

（
91
）	

警
察
庁
・
前
掲
註
（
37
）
五
・
六
頁
。
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（
92
）	

福
岡
高
判
平
成
二
十
八
年
七
月
五
日
判
タ
一
四
三
一
号
一
三
八
頁
、
大
阪
高
判
平
成
十
六
年
八
月
五
日
高
検
速
報
一
五
八
頁
な
ど
。
櫻
庭
・

大
場
・
前
掲
註
（
33
）
一
四
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
93
）	

内
田
博
文
『
治
安
維
持
法
の
教
訓
─
権
利
運
動
の
制
限
と
憲
法
改
正
』（
二
〇
一
六
年
）、
同
『
治
安
維
持
法
と
共
謀
罪
』（
二
〇
一
七
年
）
な

ど
も
参
照
。

（
94
）	
内
田
・
前
掲
註
（
６
）
参
照
。

（
95
）	

た
と
え
ば
、「
立
川
反
戦
ビ
ラ
事
件
最
高
裁
判
決
を
批
判
す
る
法
学
者
声
明
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
十
二
日
）」
な
ど
参
照
。

（
96
）	

た
と
え
ば
、
自
由
法
曹
団
東
京
支
部
・
前
掲
註
（
７
）
に
よ
れ
ば
、
迷
惑
防
止
条
例
に
よ
っ
て
、
報
道
機
関
の
取
材
活
動
や
、
市
民
が
国
会

前
や
路
上
で
国
会
議
員
の
批
判
を
す
る
こ
と
、
労
働
組
合
が
社
前
集
会
で
会
社
の
批
判
を
す
る
こ
と
な
ど
が
規
制
さ
れ
う
る
と
す
る
。

（
97
）	

内
田
博
文
『
刑
法
と
戦
争
』（
二
〇
一
五
年
）
は
、
現
在
の
刑
事
法
状
況
を
「
準
戦
時
体
制
」
と
分
析
す
る
。

（
98
）	

治
安
維
持
法
な
ど
の
目
的
犯
規
定
に
対
す
る「
限
定
解
釈
」が
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、内
田
・
前
掲
註（
93
）な
ど
参
照
。


